
要
旨
藤
原
定
家
の
下
官
集
は
定
家
仮
名
遣
の
基
本
資
料
と
し
て
多
く
の
研
究
が
あ
る
が
、
書
誌
的
な
検
討
が
ま
だ
進
ん
で
い
な
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
ま
た
、
仮
名
遣
史
研
究
と
和
歌
研
究
と
の
二
つ
の
領
域
の
情
報
交
流
も
十
分
で
は
な
い
。
本
稿
は
研
究
史
を
整
理
・
評
価
し
つ
つ
、

下
官
集
諸
本
と
し
て
知
り
得
た
も
の
を
書
誌
的
に
記
述
し
て
い
く
こ
と
で
、
二
つ
の
領
域
の
相
互
交
流
の
た
め
の
基
盤
を
整
備
す
る
。
ま
た
、

善
本
の
翻
刻
を
付
載
し
て
今
後
の
研
究
に
役
立
て
る
こ
と
と
す
る
。

下
官
集
の
諸
本

Ｉ
付
・
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
「
定
家
卿
模
本
」
翻
刻
Ｉ

浅

田

徹
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下
官
集
の
研
究
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
な
が
ら
国
語
学
（
仮
名
遣
史
）
の
領
域
で
進
め
ら
れ
て
き
た
。
定
家
仮
名
遣
は
近
代
以
前

に
行
わ
れ
た
仮
名
遣
の
代
表
で
あ
る
か
ら
、
定
家
自
身
が
そ
の
規
則
に
つ
い
て
述
べ
た
下
官
集
が
基
本
的
文
献
と
し
て
多
く
の
研
究
の
対

象
に
な
っ
て
い
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
大
野
晋
氏
の
記
念
碑
的
研
究
を
始
め
、
小
松
英
雄
・
迫
野
虚
徳
な
ど
諸
氏
に
よ
る
研
究
が

積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
現
在
は
定
家
の
残
し
た
自
筆
資
料
群
か
ら
直
接
に
そ
の
表
記
原
理
を
抽
出
す
る
試
み
が
盛
ん
で
あ
り
、
ま
た
そ

れ
は
定
家
以
後
の
表
記
資
料
に
関
し
て
も
同
様
に
試
み
ら
れ
て
い
る
。
検
討
の
対
象
も
す
で
に
下
官
集
に
記
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
仮
名
遣

翻八七六五 四三 二
刻、、、 、 、 、 、 、 目

ま三二一一一伝は次

｜
、
は
じ
め
に

は
じ
め
に

伝
本
一
覧
と
伝
本
研
究
史

一
類
本
に
つ
い
て
亜
伝
本
１
～
５

一
類
本
に
つ
い
て
皿
伝
本
６
．
７
（
和
歌
玉
屑
抄
本
）

一
類
本
に
つ
い
て
恥
伝
本
８
～
Ⅲ
（
了
俊
・
正
徹
相
伝
本
）

二
類
本
に
つ
い
て

三
類
本
に
つ
い
て

ま
と
め
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国
語
学
の
研
究
者
は
近
年
下
官
集
自
体
に
つ
い
て
の
検
討
を
離
れ
る
傾
向
が
あ
り
、
そ
れ
は
研
究
の
対
象
が
す
で
に
下
官
集
レ
ベ
ル
の

規
定
で
は
捉
え
切
れ
な
い
事
象
に
移
っ
て
い
る
と
い
う
事
情
も
あ
る
し
、
実
際
に
定
家
が
書
い
た
資
料
や
定
家
仮
名
遣
に
依
拠
し
た
膨
大

な
資
料
群
に
直
接
向
か
い
合
う
ほ
う
が
表
記
史
の
実
態
に
迫
り
得
る
と
い
う
理
由
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
定
家
研
究
・
歌
学
史
研
究

の
立
場
か
ら
は
右
に
掲
げ
た
二
つ
の
問
題
は
回
避
で
き
な
い
事
柄
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
十
分
な
解
明
は
今
の
私
に
は
不
可
能
な
の
で
あ

る
が
、
本
稿
で
は
こ
の
う
ち
前
者
に
的
を
絞
り
、
諸
本
の
内
容
を
報
告
す
る
こ
と
で
基
礎
的
な
情
報
を
提
示
し
た
い
と
思
う
。
す
ぐ
後
で

を
越
え
、
す
べ
て
の
音
節
に
対
す
る
異
体
仮
名
相
互
の
使
い
分
け
の
レ
ベ
ル
で
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
る
の
は
周
知
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

私
は
国
語
学
の
領
域
に
は
暗
い
の
で
研
究
の
現
状
を
改
め
て
総
括
す
る
こ
と
は
避
け
る
が
、
な
お
残
さ
れ
た
問
題
は
少
な
く
な
い
の
で

は
あ
る
ま
い
か
。
下
官
集
は
紛
れ
も
な
く
定
家
歌
学
の
資
料
で
あ
る
が
、
そ
の
面
か
ら
見
た
検
討
は
ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の

で
あ
る
。
国
語
学
の
立
場
か
ら
は
捨
象
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
事
柄
で
も
、
歌
学
史
の
上
か
ら
は
重
要
な
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
あ

る
。
従
来
も
、
国
語
学
者
自
身
か
ら
何
度
か
「
下
官
集
は
歌
学
の
書
物
で
あ
っ
て
、
表
記
の
一
般
論
で
は
な
い
」
こ
と
を
忘
れ
る
べ
き
で

は
な
い
と
の
提
言
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
具
体
的
な
読
み
に
結
び
付
け
る
作
業
は
国
文
学
者
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
ろ
う
。

本
稿
の
興
味
か
ら
す
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
不
足
し
て
い
る
こ
と
は
、
大
き
く
言
っ
て
次
の
二
点
で
あ
る
。

１
、
下
官
集
の
書
誌
的
検
討
。
ど
の
よ
う
な
伝
本
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
文
は
ど
の
よ
う
な
享
受
を
く
ぐ
っ
て
い
る
の
か
。
定
家
自

筆
の
本
文
は
一
種
類
な
の
か
。
ま
た
そ
れ
は
復
元
し
得
る
の
か
。

２
、
定
家
個
人
に
と
っ
て
、
下
官
集
に
記
し
た
事
柄
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
か
。
成
立
は
い
つ
ご
ろ
か
。
な
ぜ
そ
の
頃
こ

の
よ
う
な
著
作
が
書
か
れ
た
の
か
。
定
家
歌
学
全
体
の
中
で
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
る
も
の
と
評
価
さ
れ
る
か
。
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述
べ
る
が
、
下
官
集
の
書
誌
情
報
は
従
来
断
片
的
に
し
か
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
国
語
学
と
和
歌
研
究
の
両
方
の
情
報
を
ま
と
め
て
お
く
こ

と
が
今
後
の
研
究
の
進
展
の
た
め
に
ど
う
し
て
も
必
要
な
の
で
あ
る
。

ま
た
、
善
本
の
翻
刻
が
行
わ
れ
て
い
な
い
現
状
に
鑑
み
、
拠
る
べ
き
本
文
を
提
示
す
る
こ
と
に
し
た
。
作
品
論
に
つ
い
て
は
別
に
私
見

を
述
べ
る
機
会
を
得
た
い
と
考
え
て
い
る
。

下
官
集
の
伝
本
は
（
主
に
書
名
が
ま
ち
ま
ち
な
た
め
）
ど
れ
程
存
在
す
る
の
か
判
然
と
し
な
い
。
小
さ
な
伝
書
な
の
で
、
他
の
作
品
と
合

写
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
多
く
、
埋
も
れ
て
い
る
伝
本
は
か
な
り
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
私
が
内
容
を
確
認
し
得
た
伝
本
は
次

の
十
五
本
で
あ
る
。
（
）
内
は
本
稿
で
主
に
使
用
す
る
略
称
で
あ
る
。

［
一
類
本
］

５
、
国
文
学
研
究
資
料
館
寄
託
久
松
家
本
「
定
家
卿
十
躰
」
所
収
本
（
久
松
本
）

６
、
水
府
明
徳
会
彰
考
館
蔵
和
歌
玉
屑
抄
本
（
彰
考
館
本
玉
屑
抄
）

１
、
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
「
定
家
卿
模
本
」
（
定
家
模
刻
本
）

２
、
京
都
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
蔵
「
定
家
卿
書
式
」
本
（
京
大
模
本
）

３
、
天
理
図
書
館
蔵
冷
泉
為
満
筆
本
（
天
理
本
）

４
、
東
京
大
学
国
語
学
研
究
室
蔵
九
条
家
旧
蔵
本
（
九
条
家
本
）
＊
国
語
学
会
編
『
国
語
学
史
資
料
集
」
（
武
蔵
野
書
院
、
昭
別
）

に
全
文
を
影
印
。

二
、
伝
本
一
覧
と
伝
本
研
究
史
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［
二
類
本
］
（
和
歌
愚
僻
抄
本
）

Ⅱ
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
高
松
宮
旧
蔵
本
（
高
松
宮
本
愚
僻
抄
）

皿
、
三
康
記
念
図
書
館
蔵
本
（
三
康
本
愚
僻
抄
）

＊
未
見
の
本
：
．
…
橋
本
研
一
氏
蔵
為
相
奥
書
本

［
三
類
本
］
（
二
種
連
写
本
）

Ｂ
、
水
府
明
徳
会
彰
考
館
蔵
「
会
席
作
法
」
所
収
本

陞
、
東
京
大
学
文
学
部
国
語
学
研
究
室
蔵
新
宮
城
旧
蔵
本
（
新
宮
城
本
）
＊
赤
堀
又
次
郎
「
語
学
叢
書
」
（
明
剥
、
東
洋
社
）
に
翻

７
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
付
属
図
書
館
黒
川
文
庫
蔵
和
歌
玉
屑
抄
本
（
黒
川
本
玉
屑
抄
）

８
、
京
都
女
子
大
学
図
書
館
吉
沢
文
庫
蔵
「
歌
学
書
」
所
収
本
（
吉
沢
本
）

９
、
京
都
大
学
図
書
館
蔵
平
松
家
本
「
西
公
談
抄
」
所
収
本
（
平
松
本
）

Ⅲ
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
高
松
宮
旧
蔵
本
「
西
行
上
人
談
抄
」
所
収
本
（
高
松
宮
本
）

＊
未
見
の
本
…
…
橋
本
研
一
氏
蔵
定
家
模
刻
本
・
聖
護
院
蔵
本
・
大
野
晋
氏
蔵
本

＊
補
助
資
料
…
…
言
塵
集
第
三
所
収
「
和
字
文
字
仕
の
事
」

Ⅶ
Ⅱ
Ｊ
Ｏ

亥
賜
、
垂

胴
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
色
川
三
中
旧
蔵
本
（
静
嘉
堂
本
）

＊
未
見
の
本
…
…
島
原
図
書
館
松
平
文
庫
蔵
本
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本
書
の
伝
本
研
究
と
し
て
は
、
ま
ず
赤
堀
又
次
郎
ほ
か
に
よ
る
「
国
語
学
研
究
書
目
解
題
」
（
明
記
）
が
群
書
一
覧
な
ど
に
基
き
略
述

し
、
ま
た
赤
堀
が
「
語
学
叢
書
」
に
東
京
帝
国
大
学
国
語
研
究
室
蔵
新
宮
城
旧
蔵
本
（
伝
本
Ｍ
）
を
翻
刻
し
た
こ
と
が
噴
矢
で
あ
っ
た
。

な
お
こ
の
「
叢
書
」
は
第
一
巻
し
か
出
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
仮
名
遺
書
を
集
め
翻
刻
し
て
お
り
、
後
の
「
国
語
学

大
系
」
の
よ
う
な
シ
リ
ー
ズ
を
目
指
し
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
と
き
赤
堀
は
他
に
も
二
・
三
本
の
写
本
を
見
て
い
た
が
、
定
家
本
の
模
刻

は
見
ら
れ
な
か
っ
た
と
記
し
て
お
り
、
結
果
と
し
て
善
本
の
翻
刻
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
な
お
、
昭
和
茄
年
に
「
国
語
国
文
学
研
究
史
大

以
上
三
類
に
分
け
た
が
、
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
つ
き
ま
ず
簡
単
に
述
べ
て
お
こ
う
。
一
類
本
と
し
た
の
が
下
官
集
と
し
て
一
応
基
本
的

な
形
態
の
本
で
あ
る
。
そ
の
根
源
に
は
恐
ら
く
伝
本
１
定
家
模
刻
本
の
基
に
な
っ
た
定
家
自
筆
本
が
存
在
す
る
も
の
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
「
下
官
集
」
と
い
う
書
名
は
こ
の
系
統
の
本
に
は
見
ら
れ
ず
、
三
類
本
に
よ
る
呼
称
で
あ
る
。
こ
の
系
統
は
本
来
は
「
僻
案
」
と

名
付
け
ら
れ
て
い
た
と
お
ぼ
し
い
が
、
僻
案
抄
と
紛
ら
わ
し
く
な
る
の
で
慣
例
に
従
う
。

次
に
二
類
本
は
本
文
的
に
も
一
類
本
と
無
視
で
き
な
い
差
異
を
示
す
が
、
形
態
的
に
は
定
家
が
歌
会
の
作
法
を
記
し
た
和
歌
会
次
第
の

あ
る
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
と
合
体
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
現
存
本
で
は
さ
ら
に
袋
草
紙
か
ら
の
抄
出
が
加
わ
っ
て
い
る
。

最
後
に
三
類
本
は
、
二
つ
の
下
官
集
を
前
後
に
並
べ
た
特
異
な
形
態
（
前
の
方
は
後
人
の
増
補
が
加
わ
る
）
で
あ
る
。

現
在
残
っ
て
い
る
写
本
は
新
し
い
写
し
が
多
い
と
は
言
え
、
鎌
倉
期
に
遡
る
か
と
さ
れ
る
本
（
橋
本
研
一
氏
本
）
も
あ
り
、
鎌
倉
中
期

の
段
階
で
の
享
受
を
示
す
奥
書
も
複
数
見
ら
れ
る
。
資
料
的
に
は
恵
ま
れ
た
作
品
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
従
来
の
伝
本
研
究
に
つ
い
て
略
述
し
た
い
。
国
語
学
・
国
文
学
の
両
領
域
で
情
報
が
ど
う
提
示
さ
れ
て
き
た
か
を
ま
と
め
て
お

く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
後
で
諸
本
に
つ
い
て
述
べ
る
際
、
こ
こ
に
掲
げ
た
諸
研
究
は
煩
を
厭
う
て
再
説
し
な
い

こ
と
が
あ
る
の
で
了
承
さ
れ
た
い
。
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次
い
で
吉
沢
義
則
が
「
定
家
の
仮
名
遣
」
（
芸
文
、
大
皿
・
５
．
百
語
国
文
の
研
究
」
昭
２
、
岩
波
書
店
に
収
録
）
を
発
表
す
る
。
定
家
と
定

家
仮
名
遣
と
の
関
係
を
、
当
時
知
ら
れ
て
い
た
資
料
か
ら
突
き
詰
め
よ
う
と
し
た
も
の
で
、
特
に
定
家
と
行
阿
仮
名
遣
と
を
切
り
離
し
た

こ
と
が
先
駆
的
な
業
績
と
し
て
評
価
さ
れ
る
が
、
そ
の
中
で
定
家
模
刻
本
は
恐
ら
く
定
家
真
筆
を
基
に
し
た
も
の
と
見
て
よ
か
ろ
う
と
述

べ
、
ま
た
予
楽
院
に
よ
る
正
徹
筆
本
の
謄
写
本
を
紹
介
し
（
吉
沢
の
旧
蔵
書
で
、
現
在
京
都
女
子
大
学
吉
沢
文
庫
に
保
管
さ
れ
る
伝
本
８
「
歌
学

書
」
が
そ
れ
で
あ
ろ
う
）
、
さ
ら
に
末
流
の
資
料
（
行
阿
仮
名
遣
の
巻
末
に
付
載
さ
れ
る
も
の
）
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
い
る
。

吉
沢
が
監
修
し
、
京
都
帝
国
大
学
国
語
研
究
室
に
よ
る
国
語
学
史
シ
リ
ー
ズ
の
一
冊
と
し
て
構
想
さ
れ
た
木
枝
増
一
『
仮
名
遣
研
究
史
」

（
昭
８
、
賛
精
社
）
は
「
定
家
仮
名
造
」
の
章
に
「
三
貌
院
関
白
臨
定
家
卿
書
」
（
定
家
模
刻
本
）
・
下
官
集
（
「
語
学
叢
壹
本
）
・
「
予
楽
院

筆
文
字
仕
」
（
吉
沢
本
）
を
取
り
上
げ
、
後
二
者
の
仮
名
遣
部
分
を
翻
刻
し
て
い
る
。
た
だ
三
者
の
関
係
は
や
や
暖
昧
で
あ
る
。
三
つ
は
同

一
作
品
と
は
必
ず
し
も
理
解
さ
れ
ず
、
類
似
の
内
容
を
持
つ
別
々
の
も
の
と
し
て
処
理
さ
れ
て
い
る
如
く
で
あ
る
。
下
官
集
が
定
家
の

「
作
品
」
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
、
そ
れ
ほ
ど
古
い
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
に
は
、
行
阿
が
定
家
仮
名
遣
を
親
行
の
案
と
称
し
た
こ
と
に

研
究
者
が
か
な
り
遅
く
ま
で
引
き
ず
ら
れ
た
こ
と
も
関
係
し
て
い
よ
う
。
戦
後
に
は
親
行
案
出
説
は
次
第
に
顧
み
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
く

の
で
あ
り
、
そ
れ
は
状
況
か
ら
見
て
正
し
い
処
理
で
あ
る
。

橋
本
進
吉
も
や
は
り
東
京
帝
大
に
あ
っ
た
写
本
を
中
心
に
、
い
く
つ
か
の
本
を
比
較
検
討
し
て
い
た
が
、
そ
の
本
文
メ
モ
が
「
国
語
学

大
系
九
仮
名
遣
二
（
昭
旧
、
厚
生
閣
）
の
翻
刻
底
本
と
な
っ
た
。
基
に
な
っ
て
い
る
の
は
東
京
帝
大
蔵
の
不
忍
文
庫
旧
蔵
本
（
関
東
大

震
災
で
焼
失
）
で
、
「
語
学
叢
書
」
と
同
形
態
の
伝
本
で
あ
る
が
、
随
所
に
彰
考
館
本
（
伝
本
旧
。
「
水
戸
本
」
と
記
さ
れ
て
い
る
）
や
定
家
模

刻
本
（
橋
本
蔵
。
「
定
家
本
」
と
記
す
）
に
よ
る
校
異
が
示
さ
れ
、
誤
脱
を
正
す
手
掛
か
り
を
与
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
「
語
学
叢
書
」
「
国
語

成
略
国
語
学
」
（
三
省
堂
）

本
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

次
い
で
吉
沢
義
則
が
頁

家
仮
名
遣
と
の
関
係
を
、
”

（
マ
マ
）

が
下
官
抄
全
文
を
掲
げ
て
頭
注
を
施
す
（
現
在
ま
で
唯
一
の
注
釈
）
が
、
こ
れ
は
「
語
学
叢
書
』
の
翻
刻
を
底
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学
大
系
」
「
国
語
国
文
学
研
究
史
大
成
」
が
揃
っ
て
問
題
の
多
い
三
類
本
を
採
用
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
、
下
官
集
研
究
の
進
展
の
た
め

に
は
決
し
て
望
ま
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。

戦
後
、
大
野
晋
氏
の
「
仮
名
遣
の
起
源
に
つ
い
て
」
（
国
語
と
国
文
学
”
ｌ
胆
、
昭
路
・
里
が
発
表
さ
れ
て
大
き
な
話
題
を
呼
ぶ
。
そ
の

内
容
に
つ
い
て
細
説
す
る
必
要
は
な
い
と
思
う
が
、
そ
の
中
で
大
野
氏
は
東
大
国
語
研
究
室
に
入
っ
た
九
条
家
本
（
伝
本
４
）
を
用
い
て

い
る
。
こ
れ
は
書
写
も
古
く
、
善
本
で
あ
っ
て
、
後
に
国
語
学
会
が
「
国
語
学
資
料
集
」
に
影
印
し
て
お
り
、
現
在
公
刊
さ
れ
て
い
る
下

官
集
本
文
の
中
で
は
最
も
信
頼
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
大
野
氏
は
後
に
「
藤
原
定
家
の
仮
名
遣
に
つ
い
て
」
（
国
語
学
Ⅶ
、
昭
鳴
・
３
）
で

注
意
す
べ
き
下
官
集
伝
本
と
し
て
九
条
家
本
の
ほ
か
、
定
家
模
刻
本
（
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
本
Ⅱ
伝
本
１
・
橋
本
研
一
氏
蔵
本
）
・
天
理
図
書

館
蔵
為
家
本
（
為
満
筆
本
Ⅱ
伝
本
３
）
・
橋
本
研
一
氏
蔵
為
相
奥
書
本
・
了
俊
正
徹
本
（
大
野
氏
蔵
杢
を
挙
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
に
つ

い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
ら
れ
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
こ
の
論
文
が
下
官
集
の
伝
本
論
と
し
て
は
最
も
詳
し
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
伝
定

家
自
筆
本
本
文
を
伝
え
る
本
と
し
て
重
要
な
定
家
模
刻
本
の
本
文
に
つ
い
て
は
、
石
坂
正
蔵
氏
「
定
家
の
区
別
し
た
仮
名
に
つ
い
て
」

（
国
語
学
妬
、
昭
邪
・
９
）
に
ご
く
一
部
分
の
み
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
大
野
氏
の
二
つ
の
論
文
は
一
つ
に
ま
と
め
ら
れ
、
定

家
筆
本
の
仮
名
遣
用
例
資
料
を
加
え
て
「
仮
名
遣
と
上
代
語
』
（
昭
師
、
岩
波
書
店
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
下
官
集
の
伝
本
に
つ
い
て
の
研
究
は
全
く
別
方
面
か
ら
も
進
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
定
家
の
近
代
秀
歌
と
仮
名
本
詠
歌
大
概

の
研
究
で
あ
る
。
近
代
秀
歌
は
周
知
の
通
り
い
く
つ
か
の
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
が
あ
り
、
特
に
流
布
本
系
統
（
近
代
六
歌
仙
の
和
歌
を
例
歌
と
し

て
付
載
す
る
）
と
自
筆
本
系
統
（
定
家
八
代
抄
か
ら
の
抜
粋
を
例
歌
と
す
る
）
と
の
違
い
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
両
方
の
例
歌
群
を

合
せ
持
つ
独
特
な
形
態
の
伝
本
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、
「
秘
々
抄
本
系
統
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
系
統
は
他
の
作
品
と
合
写
さ

れ
て
い
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
下
官
集
が
含
ま
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
あ
る
（
仮
名
本
詠
歌
大
概
も
同
じ
）
。
実
は
吉
沢
義
則

旧
蔵
「
歌
学
書
」
が
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
合
冊
形
態
の
写
本
な
の
で
あ
る
が
、
和
歌
研
究
者
は
近
代
秀
歌
の
み
に
注
目
し
、
国
語
学
研
究
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者
は
下
官
集
の
み
に
注
目
し
て
紹
介
し
て
い
た
。

田
中
裕
氏
「
師
説
自
見
集
と
了
俊
相
伝
定
家
歌
論
書
」
（
大
阪
大
／
語
文
別
、
昭
銘
・
６
。
「
師
説
自
見
集
を
め
ぐ
っ
て
」
と
改
題
し
て
『
中
世

文
学
論
研
究
」
昭
仏
に
収
録
）
は
京
都
大
学
図
書
館
平
松
家
本
（
伝
本
９
）
を
紹
介
、
「
秘
々
抄
」
の
ほ
か
仮
名
本
詠
歌
大
概
に
つ
き
了
俊
が

い
か
に
関
与
し
た
か
を
詳
し
く
論
じ
た
。
そ
の
こ
と
は
同
本
に
合
写
さ
れ
た
下
官
集
に
も
当
然
少
な
か
ら
ぬ
知
見
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
後
稲
田
利
徳
氏
「
正
徹
と
了
俊
ｌ
師
事
過
程
と
歌
書
相
伝
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」
（
国
文
学
孜
別
、
昭
妬
・
９
。
「
正
徹
の
研
究
」
昭
弱
に
収
録
）

が
題
目
に
示
す
よ
う
な
視
点
か
ら
平
松
家
本
と
高
松
宮
本
（
伝
本
的
）
に
つ
き
検
討
を
加
え
、
福
田
秀
一
氏
が
以
上
の
諸
本
に
つ
き
総
合

的
に
検
討
し
た
（
最
終
的
に
串
世
和
歌
史
の
研
究
」
昭
卿
、
角
川
書
店
の
「
近
代
秀
歌
の
諸
本
と
そ
の
成
立
」
に
ま
と
め
ら
れ
る
）
。
８
吉
沢
本
は

一
時
所
在
不
明
と
さ
れ
て
い
た
が
、
今
井
明
氏
三
仮
名
本
詠
歌
大
概
』
の
問
題
」
（
中
世
文
学
釦
、
昭
帥
・
５
）
が
京
都
女
子
大
学
図
書
館

に
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
内
容
を
報
告
し
た
。
た
だ
し
以
上
の
い
ず
れ
の
論
文
も
、
下
官
集
部
分
の
内
容
に
は
ま
っ
た
く
触
れ
て
い
な
い
。

さ
ら
に
、
こ
れ
も
定
家
研
究
の
立
場
か
ら
下
官
集
に
触
れ
た
も
の
に
川
平
ひ
と
し
氏
「
定
家
著
『
和
歌
書
様
』
「
和
歌
会
次
第
」
に
つ

い
て
Ｉ
付
・
本
文
翻
刻
ｌ
」
（
跡
見
学
園
女
子
大
学
紀
要
別
、
昭
闘
・
３
）
が
あ
る
。
題
名
の
通
り
定
家
の
歌
会
作
法
書
群
を
翻
刻
し
た
も
の

で
あ
る
が
、
多
様
な
形
態
を
取
る
そ
れ
ら
の
学
書
の
う
ち
に
、
下
官
集
と
和
歌
会
次
第
と
を
セ
ッ
ト
に
し
た
グ
ル
ー
プ
が
存
在
す
る
の
で

あ
る
。
川
平
氏
は
「
和
歌
愚
僻
抄
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
そ
の
伝
本
（
高
松
宮
本
・
三
康
本
）
の
校
本
を
提
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
も
と
も
と

高
松
宮
本
に
つ
い
て
井
上
宗
雄
氏
「
中
世
歌
壇
史
の
研
究
南
北
朝
期
』
（
別
～
祀
亘
が
為
相
研
究
の
面
か
ら
考
証
し
て
い
た
の
に
基
づ

く
。
川
平
氏
は
さ
ら
に
大
野
晋
氏
の
紹
介
し
た
橋
本
研
一
氏
蔵
為
相
奥
書
本
が
和
歌
愚
僻
抄
と
同
じ
も
の
で
あ
ろ
う
事
を
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
論
文
に
は
下
官
集
に
つ
い
て
か
な
り
踏
み
込
ん
だ
発
言
が
あ
り
、
本
稿
も
そ
の
指
摘
を
受
け
継
い
で
い
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な

い
。
ま
た
、
同
氏
「
真
名
本
か
ら
仮
名
本
へ
ｌ
〈
「
詠
歌
大
概
」
享
受
史
〉
措
定
の
た
め
に
ｌ
」
（
跡
見
学
園
女
子
大
学
紀
要
岨
、
昭
団
・
３
）

に
も
い
く
つ
か
の
伝
本
が
紹
介
さ
れ
、
有
益
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
現
在
の
と
こ
ろ
和
歌
研
究
の
側
か
ら
な
さ
れ
た
最
も
注
目
す
べ
き
成
果
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１
、
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
定
家
模
刻
本
（
古
梓
堂
旧
蔵
本
。
整
理
書
名
「
定
家
卿
模
本
」
、
函
架
番
号
３
１
路
ｌ
側
）

タ
テ
鯛
×
ョ
．
Ⅲ
叫
版
本
（
陰
刻
）
折
帖
一
帖
。
刊
年
不
明
（
木
枝
増
一
「
仮
名
遣
研
究
史
」
は
「
寛
政
頃
」
と
す
る
）
。
井
上
慶
寿
蔵
版

か
。
本
文
は
全
九
紙
で
あ
る
が
末
尾
一
紙
は
補
写
。
詳
し
い
書
誌
は
全
文
の
影
印
と
合
わ
せ
て
別
に
報
告
す
る
予
定
な
の
で
省
略
す
る
。

本
書
の
来
歴
は
巻
末
奥
書
群
に
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。
大
野
氏
も
詳
し
く
紹
介
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
二
条
為
衡
（
為
遠
男
）
が
定

家
自
筆
本
を
足
利
満
詮
（
養
徳
院
）
に
献
じ
、
そ
れ
を
大
僧
正
義
運
（
満
詮
男
。
家
集
「
花
の
宿
」
が
あ
る
）
ら
し
い
人
物
が
伝
領
し
た
。
こ

の
経
緯
を
三
条
西
実
隆
（
遁
遙
子
）
が
享
禄
元
年
（
剛
）
閏
九
月
二
十
八
日
に
加
証
し
て
い
る
。
後
に
堀
尾
吉
晴
が
所
持
し
て
い
た
際
、

近
衛
信
尹
（
三
魏
院
）
が
慶
長
八
年
（
Ⅲ
）
四
月
二
十
五
日
に
全
体
を
模
写
し
た
の
が
模
刻
本
の
原
本
で
あ
る
。

さ
て
、
模
刻
本
の
印
象
は
確
か
に
定
家
筆
を
思
わ
せ
、
書
入
れ
な
ど
の
生
々
し
さ
、
本
文
の
優
秀
性
も
そ
れ
に
矛
盾
し
な
い
。
も
ち
ろ

ん
確
定
は
で
き
な
い
が
、
三
貌
院
が
模
写
し
た
の
は
定
家
自
筆
な
い
し
そ
れ
に
準
ず
る
も
の
（
透
写
な
ど
）
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ

も
う
一
つ
、
龍
谷
大
学
の
研
究
者
達
が
聖
護
院
所
蔵
資
料
の
調
査
を
行
っ
た
際
、
下
官
集
が
一
本
出
現
し
、
中
村
元
氏
が
そ
れ
を
紹
介

さ
れ
た
（
「
聖
護
院
蔵
「
下
官
集
」
に
つ
い
て
」
中
世
文
芸
論
稿
８
、
昭
邪
・
皿
）
。
実
は
こ
れ
は
非
常
に
重
要
な
情
報
を
含
む
紹
介
だ
っ
た
の
で

あ
る
が
、
国
語
学
者
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
。

以
上
、
簡
単
に
伝
本
研
究
史
を
振
り
返
っ
て
見
た
が
、
ま
だ
言
及
さ
れ
て
い
な
い
本
も
あ
り
、
す
で
に
紹
介
さ
れ
た
本
に
つ
い
て
も
や

は
り
詳
し
い
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
次
節
か
ら
は
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
そ
の
内
容
を
ま
と
め
な
が
ら
、
伝
来
の
問
題
を
中
心
に
考
え
て
み
た

い
０

と
言
え
る
だ
ろ
う
。三

、
一
類
本
に
つ
い
て
叩
伝
本
１
～
５
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ろ
う
か
。
極
め
て
貴
重
な
資
料
な
の
で
、
本
稿
で
は
全
文
の
翻
刻
を
末
尾
に
掲
げ
た
。
但
し
、
大
東
急
本
自
体
の
欠
損
の
ほ
か
、
原
本
が

損
傷
し
て
写
本
の
下
端
の
字
が
失
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
箇
所
、
巻
子
本
を
折
帖
に
改
め
た
時
の
割
り
付
け
調
整
で
誤

っ
て
落
ち
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
一
行
（
仮
名
遣
用
例
の
「
へ
」
の
項
の
「
と
へ
問
答
こ
た
へ
お
も
へ
は
」
、
大
野
氏
指
摘
）
な
ど
が
あ

り
完
壁
で
は
な
い
。
翻
刻
で
は
大
東
急
本
独
自
の
欠
損
に
つ
い
て
は
２
京
大
模
本
で
補
い
、
４
九
条
家
本
・
７
黒
川
本
玉
屑
抄
の
校
異
を

示
す
こ
と
で
参
考
と
し
た
。
な
お
大
野
氏
「
仮
名
づ
か
い
の
歴
史
」
（
『
岩
波
講
座
日
本
語
８
文
字
」
昭
馳
）
に
仮
名
遣
用
例
部
分
の
翻
刻

が
あ
る
（
私
の
翻
刻
と
は
や
や
判
読
に
違
い
が
あ
る
。
主
に
原
本
が
難
読
の
字
に
つ
い
て
で
あ
る
の
で
、
大
野
氏
の
も
の
も
併
せ
参
照
頂
き
た
い
）
・

こ
こ
で
該
本
に
基
づ
き
、
下
官
集
全
体
の
構
成
を
概
観
し
よ
う
。

（
Ｖ
）
書
歌
事

（
Ⅳ
）
仮
名
字
か
き
つ
欝
く
る
事

（
Ⅲ
）
嫌
文
字
事

へ

Ⅱ
ー

（
１
）

表
紙
裏
書
（

「
僻
案
」

ほ
ど
の
「

書
初
草
子
事

文
節
や
歌
句
の
区
切
り
を
無
視
し
た
連
綿
を
避
け
る
べ
き
こ
と
。

仮
名
遣
に
つ
い
て
定
家
の
指
針
を
示
し
た
部
分
。

仮
名
文
学
作
品
の
第
一
丁
は
オ
モ
テ
か
ら
書
く
か
、
ウ
ラ
か
ら
書
く
か
に
つ
い
て
。

（
あ
る
い
は
「
袖
書
」
）
部
分

と
端
作
り
し
、
本
文
と
は
明
ら
か
に
違
う
覚
書
き
ふ
う
の
筆
致
（
し
か
し
定
家
筆
と
思
わ
れ
る
）
で
「
此
廿
余
年
」

「
え
．
へ
・
ゑ
」
の
仮
名
遣
の
乱
れ
に
つ
い
て
述
べ
る
。
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下官集の諸本（浅田）

下
官
集
伝
本
の
中
で
最
も
問
題
に
な
る
の
は
（
１
）
「
表
紙
裏
書
」
が
あ
る
か
な
い
か
、
あ
る
場
合
は
そ
の
位
置
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

・
冒
頭
に
こ
の
部
分
を
持
つ
…
…
該
本
・
２
京
大
模
本
・
３
天
理
本

・
末
尾
に
「
袖
書
」
と
し
て
置
く
．
…
：
４
九
条
家
本
・
８
吉
沢
本
・
９
平
松
本
・
皿
高
松
宮
本

・
末
尾
に
「
表
紙
裏
書
」
と
し
て
置
く
．
：
…
三
類
本
後
半

・
ナ
シ
…
…
５
久
松
本
・
６
彰
考
館
和
歌
玉
屑
抄
・
７
黒
川
本
和
歌
玉
屑
抄
・
二
類
本
・
三
類
本
前
半

と
な
る
。
こ
の
う
ち
二
類
本
の
み
は
別
に
考
え
る
べ
き
問
題
を
持
つ
が
、
少
な
く
と
も
一
類
・
三
類
は
す
べ
て
１
定
家
模
刻
本
の
原
本

（
自
筆
本
）
か
ら
発
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
本
来
は
冒
頭
に
こ
の
部
分
を
持
つ
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
見
返
し
に
覚
書
の
よ
う
に
記

し
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
末
尾
へ
回
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
転
写
間
に
脱
落
し
て
し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
に
な
り
や
す
か
つ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
模
刻
本
で
狸

シ
ル
シ

（
Ⅵ
）
草
子
付
色
々
符
事

（
Ⅱ
）
「
書
始
草
子
事
」
の
上
に
「
如
狭
衣
／
物
語
ハ
／
必
自
左
／
枚
書
／
流
例
歎
」
。

（
Ⅲ
）
「
嫌
文
字
事
」
の
「
え
」
の
項
の
上
に
「
近
代
之
人
／
多
／
ふ
ゑ
と
か
く
／
古
人
所
詠
歌
／
あ
し
□
□
ふ
／
江
を
／
以
之
可

為
証
」
（
□
□
は
他
本
に
よ
り
「
ま
よ
」
と
知
ら
れ
る
）
。

模
刻
本
で
は
次
の
二
か
所
に
頭
注
が
あ
り
、
や
は
り
定
家
筆
と
思
わ
れ
る
。

目
指
す
部
立
を
開
き
や
す
く
す
る
為
の
目
印
を
貼
付
す
る
方
式
に
つ
い
て
。

和
歌
を
二
行
書
に
す
る
と
き
、
上
下
の
句
の
切
れ
目
で
改
行
す
べ
き
こ
と
。
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３
、
天
理
図
書
館
蔵
冷
泉
為
満
筆
本
（
川
ｌ
棚
）

袋
綴
一
冊
。
扉
題
「
書
本
外
題
云
僻
案
私
砺
輌
用
又
澄
覚
」
。
奥
書
「
以
為
家
卿
真
筆
令
書
写
者
也
為
満
（
花
押
こ
及
び
「
真
筆

無
相
違
一
覧
了
明
和
七
年
夏
澄
覚
」
。
「
野
中
氏
図
書
」
「
竹
柏
園
文
庫
」
の
印
が
あ
る
。

奥
書
に
よ
れ
ば
為
家
筆
本
を
冷
泉
為
満
（
永
禄
二
年
Ⅲ
～
元
和
五
年
Ⅲ
）
・
が
書
写
し
、
の
ち
に
冷
泉
為
村
（
澄
覚
）
が
明
和
七
年
（
Ⅲ
）

に
為
満
筆
を
証
し
た
本
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
大
野
氏
は
該
本
の
書
風
に
つ
き
、
「
前
田
本
大
和
物
語
の
為
家
筆
と
推
測
さ
れ
る
部
分
に

２
、
京
都
大
学
文
学
部
閲
覧
室
蔵
「
定
家
卿
書
式
」
本
（
国
文
学
Ｗ
Ｇ
４
）

伝
本
１
と
同
版
の
模
刻
本
を
橋
本
進
吉
も
所
持
し
て
い
た
。
そ
の
本
は
子
息
の
研
一
氏
所
蔵
と
な
っ
た
が
、
未
見
で
あ
る
。
し
か
し
橋

本
本
を
大
正
五
年
に
精
密
に
模
写
し
た
も
の
が
京
都
大
学
に
存
す
る
（
こ
の
こ
と
は
川
平
ひ
と
し
氏
よ
り
ご
教
示
頂
い
た
。
ま
た
三
宅
岳
史
氏
よ

り
情
報
を
頂
い
た
。
合
わ
せ
て
感
謝
申
し
上
げ
る
）
・

該
本
は
薄
様
紙
を
用
い
た
袋
綴
一
冊
。
タ
テ
剛
皿
×
ヨ
コ
剛
叫
外
題
「
定
家
卿
書
式
三
貌
院
殿
臨
書
」
。
朱
に
て
奥
書
「
橋
本
進

吉
氏
蔵
法
帖
を
影
写
せ
し
む
大
正
五
年
五
月
（
花
押
こ
。
だ
れ
の
奥
書
か
確
認
し
て
い
な
い
が
、
京
都
大
学
国
文
科
の
関
係
者
で
あ

ろ
う
。
吉
沢
義
則
が
大
正
十
年
の
論
文
で
模
刻
本
の
内
容
を
紹
介
し
て
い
る
の
で
、
あ
る
い
は
そ
の
こ
と
と
関
係
あ
る
か
。
紙
質
か
ら
見

て
透
写
本
と
思
わ
れ
、
大
東
急
本
が
補
写
し
て
い
る
末
尾
一
紙
に
つ
い
て
も
原
態
が
確
認
で
き
る
こ
と
が
貴
重
で
あ
る
（
例
え
ば
、
大
東

急
本
で
は
末
尾
の
刊
記
「
井
上
慶
寿
鐺
」
の
文
字
は
省
略
さ
れ
て
い
る
）
。

こ
れ
ら
も
下
官
集
諸
本
に
お
い
て
書
承
さ
れ
て
い
る
場
合
と
そ
う
で
な
い
場
合
が
あ
る
。
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下官集の諸本（浅田）

４
、
東
京
大
学
国
語
学
研
究
室
蔵
九
条
家
旧
蔵
本
（
胆
Ｆ
４
／
Ｌ
幽

巻
子
一
軸
。
同
研
究
室
の
目
録
は
鎌
倉
後
期
写
と
す
る
。
表
紙
は
新
補
。
題
篭
も
新
し
い
も
の
で
、
「
詠
歌
大
概
下
官
集
」
と
書
く
。

整
理
書
名
も
こ
れ
に
同
じ
で
あ
る
。
タ
テ
川
×
ヨ
コ
珈
皿
（
第
一
紙
）
の
斐
紙
を
六
枚
継
ぐ
。
第
一
紙
冒
頭
に
「
九
條
」
の
朱
方
印
を
捺

す
。 一

脈
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
る
」
と
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。
た
だ
し
臨
模
本
の
よ
う
な
印
象
は
受
け
な
い
。

大
野
氏
は
『
仮
名
遣
と
上
代
語
」
で
は
こ
の
本
の
本
文
に
つ
い
て
「
さ
き
の
定
家
本
（
大
東
急
本
の
祖
本
に
あ
た
る
定
家
自
筆
本
ｌ
注
）
を

忠
実
に
書
写
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
（
論
文
「
藤
原
定
家
の
仮
名
遣
に
つ
い
て
」
で
は
こ
の
記
述
は
な
い
）
が
、
実
際

に
は
か
な
り
大
き
な
相
違
が
あ
る
。
例
え
ば
仮
名
遣
用
例
で
は
「
い
」
「
ゐ
」
の
順
序
が
逆
に
な
っ
て
い
る
し
、
「
い
さ
よ
ひ
の
月
」
「
お

ひ
ぬ
れ
は
」
の
二
語
を
欠
く
な
ど
不
審
な
点
が
あ
る
。
あ
る
い
は
別
の
定
家
自
筆
本
が
あ
っ
て
為
家
は
そ
れ
を
写
し
た
の
か
と
も
想
像
さ

れ
る
が
、
「
表
紙
裏
書
」
部
分
も
あ
り
、
「
如
狭
衣
物
語
…
」
頭
注
と
「
近
代
之
人
・
と
頭
注
も
（
本
文
の
中
へ
繰
り
込
ま
れ
た
形
で
）
存
在

す
る
の
で
、
少
な
く
と
も
定
家
模
刻
本
の
祖
本
の
形
態
を
基
に
し
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
ま
た
「
和
歌
玉
屑
抄
」
と
称
さ
れ
る
伝
本

６
．
７
を
見
て
も
、
定
家
没
後
に
為
家
が
証
本
と
し
て
使
用
し
て
い
た
下
官
集
は
定
家
模
刻
本
と
同
様
の
も
の
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る

（
そ
の
項
参
照
）
。
為
満
の
極
め
は
無
視
で
き
な
い
も
の
の
、
天
理
本
親
本
を
為
家
筆
で
あ
っ
た
と
断
ず
る
の
は
濤
踏
さ
れ
、
仮
に
極
め
が

正
し
い
な
ら
、
為
家
が
か
な
り
改
変
を
加
え
て
し
ま
っ
た
も
の
（
為
満
段
階
で
の
大
幅
な
改
変
を
想
定
す
る
の
は
や
や
抵
抗
が
あ
る
）
と
見
な
く

て
は
な
る
ま
い
。

最
初
の
二
紙
が
仮
名
本
詠
歌
大
概
で
、
三
弥
井
書
店
「
歌
論
集
こ
（
昭
“
）
に
久
保
田
淳
氏
の
解
題
を
加
え
て
翻
刻
・
注
釈
さ
れ

て
い
る
。
二
ヶ
所
に
別
筆
の
書
入
れ
が
あ
り
、
翻
刻
で
は
そ
の
本
文
が
採
用
さ
れ
て
い
る
（
下
官
集
部
分
に
は
書
入
れ
は
な
い
）
。
奥
書
「
本
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５
、
国
文
学
研
究
資
料
館
寄
託
久
松
国
男
氏
蔵
本
（
久
松
潜
一
旧
蔵
本
。
Ⅲ
ｌ
Ⅲ
）

整
理
書
名
「
詠
歌
大
概
」
。
「
国
文
学
研
究
資
料
館
特
別
展
示
目
録
８
中
世
歌
論
書
展
ｌ
久
松
家
寄
託
資
料
ｌ
」
（
昭
朋
．
Ⅱ
）
は
室
町

前
期
写
と
す
る
。
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
後
述
の
よ
う
に
明
応
二
年
（
側
）
以
前
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
箱
蓋
中
央
に
「
秘

事
百
箇
条
」
と
書
く
が
該
本
の
内
容
と
無
関
係
で
、
別
の
本
の
箱
を
転
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（
寸
法
も
や
や
不
適
合
）
。
タ
テ
Ⅲ
×
ョ

．
Ⅲ
皿
の
列
帖
装
一
帖
。
後
補
の
栗
皮
表
紙
に
新
し
い
朱
題
祭
「
定
家
卿
十
躰
」
。
見
返
し
銀
紙
。
一
時
期
列
帖
に
綴
じ
た
上
か
ら
さ
ら

に
ノ
ド
近
く
に
糸
を
通
し
て
線
装
の
如
く
し
て
あ
っ
た
痕
跡
が
残
る
。
後
表
紙
も
後
か
ら
加
え
ら
れ
た
物
で
、
本
来
は
そ
の
前
の
丁
（
最

後
の
折
の
外
側
に
貼
り
加
え
る
）
が
後
表
紙
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
か
な
り
紙
の
表
面
が
け
ば
だ
っ
て
い
る
。

内
容
を
順
を
追
っ
て
示
そ
う
。
ま
ず
近
代
秀
歌
（
「
や
ま
と
う
た
の
み
ち
あ
さ
き
に
、
て
…
」
）
が
あ
り
、
近
代
六
歌
仙
と
賊
文
ま
で
記
し
た

後
「
十
躰
」
（
定
家
十
躰
）
が
続
き
、
末
尾
に
近
代
秀
歌
流
布
本
序
（
「
あ
る
人
歌
は
い
か
や
う
に
：
。
」
）
を
付
す
。
こ
こ
ま
で
は
い
わ
ゆ
る

「
定
家
十
体
包
括
本
」
近
代
秀
歌
で
あ
る
。

云
、
京
極
中
納
言
定
家
卿
被
遣
梶
井
宮
也
云
々
。
／
端
入
道
右
大
弁
筆
光
俊
／
奥
霊
山
法
印
定
円
筆
」
。
冒
頭
部
分
の
み
真
観
（
光
俊
）
が
写

（
１
）

し
、
後
を
子
息
の
定
円
に
写
さ
せ
た
の
意
で
あ
ろ
う
（
冷
泉
家
の
い
わ
ゆ
る
「
定
家
監
督
書
写
本
」
を
思
わ
せ
る
分
業
で
あ
る
）
。

第
三
紙
か
ら
が
下
官
集
（
同
筆
）
と
な
る
。
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
国
語
学
会
編
「
国
語
学
史
資
料
集
ｌ
図
録
と
解
説
ｌ
」
（
昭
別
、
武

蔵
野
書
院
）
に
影
印
が
あ
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
西
田
直
敏
氏
編
『
資
料
日
本
文
法
研
究
史
」
（
昭
別
、
桜
楓
社
）
に
冒
頭
か
ら
仮

名
遣
用
例
の
終
り
ま
で
の
翻
刻
が
あ
る
。
冒
頭
は
内
題
な
く
す
ぐ
に
．
書
始
草
子
事
」
と
始
ま
る
。
「
表
紙
裏
書
」
部
分
は
末
尾
に

「
袖
書
云
」
と
し
て
改
行
し
て
記
す
。
頭
注
は
頭
注
の
形
を
保
っ
て
い
る
。
奥
書
な
し
。
誤
写
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
良
好
な
写
し
で

あ
る
。
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下官集の諸本（浅田）

６
、
水
府
明
徳
会
彰
考
館
蔵
和
歌
玉
屑
抄
本
（
巳
相
・
側
）

原
本
未
見
。
国
文
学
研
究
資
料
館
の
紙
焼
写
真
（
Ｃ
型
に
よ
る
。
袋
綴
一
冊
。
外
題
「
花
宴
記
・
和
歌
玉
屑
抄
・
和
歌
庭
訓
・
定
家

物
語
全
」
。
実
際
に
は
五
作
品
の
合
写
本
で
あ
る
。

最
初
は
「
正
中
三
年
花
宴
記
」
。
「
中
殿
御
会
部
類
記
」
に
収
め
る
の
と
同
じ
記
録
。
奥
書
「
以
古
筆
屋
神
田
喜
兵
衛
家
蔵
写
之
者

そ
の
後
妬
オ
か
ら
が
下
官
集
で
、
書
名
は
な
い
が
最
初
に
「
京
極
中
納
言
入
道
説
」
と
記
し
た
後
、
「
一
書
始
草
子
事
…
」
と
始
ま

る
。
本
文
は
や
や
誤
脱
が
多
い
か
。
「
表
紙
裏
書
」
部
分
は
な
い
。
「
如
狭
衣
物
語
…
」
頭
注
は
な
く
、
「
近
代
之
人
…
」
頭
注
は
本
文
化

し
て
い
る
。
下
官
集
に
は
奥
書
が
な
い
。
別
ウ
か
ら
は
仮
名
本
詠
歌
大
概
と
な
り
、
開
オ
で
本
文
が
終
了
す
る
が
、
そ
の
左
に
署
名
か
花

押
が
あ
っ
た
の
を
削
消
す
る
。
さ
ら
に
ま
た
朱
筆
で
一
行
何
か
が
記
さ
れ
て
い
た
の
を
磨
り
消
し
て
あ
る
（
ど
ち
ら
も
ま
っ
た
く
推
読
不
能
）
。

開
丁
は
も
と
後
表
紙
と
し
て
機
能
し
て
い
た
か
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
ウ
ラ
（
す
な
わ
ち
本
来
外
に
見
え
て
い
た
面
）
に
奥
書
が
あ
る
。

？
。

ま
ず
中
央
当
た
り
に
奥
書
が
あ
っ
た
の
を
墨
で
塗
抹
し
て
あ
る
が
、
熟
視
す
る
と
「
明
応
弐
年
十
二
月
…
…
」
「
大
法
師
」
と
あ
る
よ

う
で
あ
る
。
こ
れ
を
消
し
た
の
と
同
じ
筆
で
右
脇
に
「
同
」
と
書
く
が
そ
の
意
味
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。
そ
の
あ
と
、
左
の
余
白
に
や
や

窮
屈
に
「
永
正
十
六
年
八
月
廿
一
日
十
□
」
（
□
は
難
読
）
と
書
き
付
け
て
あ
る
。
明
応
二
年
（
哩
奥
書
も
永
正
十
六
年
（
Ⅲ
）
奥
書
も

誰
の
物
か
不
明
だ
が
、
書
写
奥
書
で
は
な
く
伝
領
奥
書
で
あ
る
。
本
来
の
奥
書
は
弱
オ
に
あ
っ
て
削
消
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

伝
本
４
．
５
は
共
に
仮
名
本
詠
歌
大
概
と
組
み
合
わ
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
偶
然
の
一
致
で
あ
る
。
下
官
集
の
本
文
も
近
似
し
な

い
し
、
こ
の
本
を
紹
介
し
た
今
井
明
氏
三
仮
名
本
詠
歌
大
概
」
の
問
題
」
（
中
世
文
学
釦
、
昭
帥
・
５
）
に
よ
る
と
仮
名
本
詠
歌
大
概
の

方
の
本
文
も
別
系
統
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

四
、
｜
類
本
に
つ
い
て
函
伝
本
６
．
７
（
和
歌
玉
屑
抄
本
）
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右
の
二
本
の
下
官
集
は
基
本
的
に
同
内
容
で
、
字
配
り
な
ど
も
類
似
し
て
い
る
。
合
写
さ
れ
る
「
京
極
巾
納
言
相
語
」
「
俊
成
卿
九
十

賀
歌
」
も
同
じ
く
類
似
し
て
お
り
、
同
一
の
親
本
を
忠
実
に
写
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
親
子
関
係
に
は
な
い
）
。
「
和
歌
玉
屑
抄
」
と
い

う
書
名
は
詩
人
玉
屑
に
な
ぞ
ら
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
詩
人
玉
屑
の
日
本
へ
の
影
響
を
考
え
て
も
室
町
時
代
以
後
に
付

け
ら
れ
た
名
で
あ
る
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

こ
れ
ら
と
同
内
容
の
本
と
し
て
、
中
村
元
氏
が
紹
介
さ
れ
た
聖
護
院
蔵
本
が
あ
る
。
「
聖
護
院
蔵
『
下
官
集
」
に
つ
い
て
」
に
よ
れ
ば

紙
高
柵
皿
の
巻
子
本
で
、
６
．
７
と
類
似
の
奥
書
が
あ
り
、
部
分
的
に
掲
出
さ
れ
た
本
文
的
特
徴
も
同
系
統
と
見
て
矛
盾
し
な
い
。

ま
ず
６
．
７
か
ら
述
べ
る
と
、
こ
れ
ら
は
形
態
的
に
は
「
表
紙
裏
書
」
部
分
を
持
た
な
い
こ
と
を
特
徴
と
す
る
菫
護
院
蔵
本
も
同
じ
）
。

７
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
付
属
図
書
館
黒
川
文
庫
蔵
和
歌
玉
屑
抄
本
（
Ｄ
棚
）

江
戸
後
期
写
。
タ
テ
脱
×
ョ
．
Ⅲ
皿
の
仮
綴
一
冊
。
外
題
「
和
歌
玉
屑
抄
全
」
。
１
オ
は
す
ぐ
に
．
書
始
草
子
事
」
と
始
ま
る
。

以
下
「
京
極
中
納
言
相
語
」
・
「
俊
成
卿
九
十
賀
歌
」
で
、
ど
ち
ら
も
４
に
合
写
さ
れ
て
い
る
の
と
同
内
容
の
も
の
。
末
尾
に
「
文
政
十

一
戌
子
霜
月
中
旬
不
慮
求
之
紙
屑
之
内
幽
林
舎
（
花
押
）
」
と
い
う
買
得
識
語
が
あ
る
。

（
以
下
細
字
）
貞
享
改
元
之
春
三
月
十
三
日
口
合
了
」
。
次
に
「
和
歌
玉
屑
抄
」
（
下
官
集
）
が
あ
る
。
奥
書
後
述
。
次
に
「
倭
歌
庭
訓
」
（
為

世
）
が
あ
り
、
奥
書
「
為
世
卿
和
歌
庭
訓
一
帖
書
之
畢
源
亜
槐
判
」
、
ま
た
貼
紙
し
て
「
右
和
歌
庭
訓
壹
冊
安
藤
主
殿
於
京
師
写
之

元
禄
三
庚
午
之
春
」
。
次
に
「
京
極
中
納
言
相
語
」
、
奥
書
「
定
家
卿
相
談
之
分
（
以
上
傍
注
）
此
一
帖
以
自
然
斎
秘
本
書
写
詑
尤
可
為
証

本
者
也
同
校
合
了
明
応
七
年
四
月
十
二
日
」
。
自
然
斎
は
宗
祇
。
最
後
に
「
俊
成
九
十
賀
歌
」
（
和
歌
十
一
首
の
抜
壹
が
あ
る
。
奥
書

な
し
。
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６
は
「
書
始
草
子
事
」
の
頭
注
「
如
狭
衣
物
語
…
」
を
も
持
た
な
い
が
、
７
に
は
あ
る
の
で
写
し
落
と
し
で
あ
ろ
う
。

こ
の
系
統
で
特
筆
す
べ
き
は
奥
書
で
あ
る
。
僅
か
な
が
ら
誤
写
の
少
な
い
７
本
に
よ
り
掲
げ
る
。
６
．
７
と
も
上
下
二
段
に
分
か
れ
て

お
り
、
下
段
が
大
き
め
の
字
、
上
段
は
細
字
で
書
か
れ
て
い
る
。

（
以
下
一
段
書
き
）

（
上
段
）

戸
禅
云

一
を
お
越

一
ゐ
い
ひ

一
え
ゑ
へ

こ
れ
ら
を
よ
く
ノ
ー
可
差
別

越
字
を
と
お
と
通
用
所
に
書
之

仮
令
君
に
け
さ
あ
し
た
の
霜
の
越
き
て
い
な
は

こ
と
の
ね
に
み
れ
の
松
風
か
よ
ふ
ら
し
い
つ
れ
の
越
よ
り

此
外
仮
名
字
無
別
物
云
々

価
彼
三
ヶ
字
悉
如
本
書
写

し
ら
つ
ゆ
の
越
く
て
の
い
な
は

（
下
段
）以

定
家
卿
之
自
筆
本

書
写
之
了
今
朝
戸
部
禅
門

カ
ノ

以
彼
本
来
臨
於
当
座

書
之
則
校
合
了
後
日
又
校
合

文
永
八
年
十
月
十
五
日

権
大
納
言
判
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中
村
氏
の
紹
介
に
よ
れ
ば
聖
護
院
本
は
文
永
八
年
の
奥
書
と
上
段
の
注
記
ま
で
を
持
ち
、
天
正
奥
書
を
持
た
な
い
。
そ
の
代
り
「
右
本

南
禅
寺
天
授
庵
永
首
座
所
持
之
由
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
文
永
奥
書
の
末
尾
、
「
権
大
納
言
判
」
と
６
．
７
が
作
る
所

は
、
聖
護
院
本
で
は
「
判
」
の
字
で
な
く
実
際
に
花
押
の
似
せ
書
き
が
あ
っ
て
「
此
ヤ
ウ
ナ
ル
判
也
」
と
傍
記
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ

る
（
中
村
論
文
に
は
奥
書
部
分
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
細
部
ま
で
は
見
え
な
い
）
。

こ
れ
ら
の
本
の
奥
書
に
よ
れ
ば
文
永
八
年
（
哩
十
月
十
五
日
、
「
権
大
納
言
」
某
の
許
に
「
戸
部
禅
門
」
す
な
わ
ち
為
家
が
下
官
集

の
定
家
自
筆
本
を
携
え
て
来
訪
し
、
某
は
直
ぐ
に
そ
の
場
で
こ
れ
を
書
写
し
た
の
で
あ
る
。
せ
い
ぜ
い
数
丁
の
零
細
な
作
品
で
あ
る
か
ら
、

書
写
に
さ
し
て
時
間
は
掛
か
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
点
で
「
権
大
納
言
」
は
藤
原
公
藤
・
土
御
門
定
実
・
花
山
院
長
雅
・
久
我

通
基
・
中
院
通
頼
・
四
条
隆
顕
・
大
炊
御
門
信
嗣
・
西
園
寺
実
兼
の
八
人
い
る
。
ち
な
み
に
こ
の
中
で
勅
撰
歌
人
で
あ
る
の
は
長
雅
（
続

古
今
以
下
十
九
首
入
集
）
・
通
基
（
続
拾
遺
以
下
二
首
）
・
実
兼
（
続
拾
遺
以
下
百
首
入
集
）
の
三
人
で
あ
り
、
為
家
と
西
園
寺
家
と
の
つ
な
が

り
の
深
さ
を
考
え
れ
ば
、
定
家
自
筆
本
下
官
集
を
書
写
さ
せ
る
相
手
と
し
て
は
実
兼
が
ふ
さ
わ
し
い
の
で
は
な
い
か
。
ま
だ
二
十
三
歳
で

歌
歴
も
な
い
が
、
翌
年
三
首
歌
会
を
催
す
な
ど
和
歌
へ
の
興
味
は
す
で
に
強
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
中
村
氏
は
聖
護
院
本
の

花
押
に
つ
き
、
実
兼
の
も
の
に
近
似
す
る
旨
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
決
定
は
で
き
な
い
が
、
有
力
候
補
と
考
え
た
い
。

為
家
が
定
家
自
筆
本
を
以
て
下
官
集
を
外
部
の
者
に
書
写
せ
し
め
て
い
た
こ
と
が
ま
ず
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
思
う
。
そ
し
て
某
が

こ
れ
を
書
写
す
る
に
当
た
っ
て
、
為
家
（
「
戸
禅
」
）
は
奥
書
上
段
に
記
さ
れ
る
よ
う
な
注
意
を
加
え
た
の
だ
が
、
こ
の
内
容
が
実
に
注
目

右
奥
書
之
正
本
罫
調
詠
押
之
次
卒

天
正
十
八
年
二
月
十
八
日
也
足
子
判

写
之
字
形
等
卿
模
之
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す
べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
。
す
で
に
中
村
氏
が
十
分
に
そ
の
意
義
を
説
い
て
お
ら
れ
る
が
、
改
め
て
述
べ
よ
う
。

為
家
は
、
区
別
す
べ
き
仮
名
と
し
て
「
を
・
お
・
越
」
、
「
ゐ
・
い
・
ひ
」
、
「
え
・
ゑ
・
へ
」
の
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
挙
げ
る
（
使
わ
れ

て
い
る
仮
名
字
体
は
「
越
」
を
除
き
現
在
の
そ
れ
ぞ
れ
の
仮
名
と
同
一
の
漢
字
を
基
に
し
た
も
の
）
。
こ
れ
ら
は
「
越
」
の
仮
名
を
除
け

ば
す
べ
て
下
官
集
に
用
例
を
挙
げ
て
区
別
す
る
も
の
ば
か
り
で
あ
り
、
そ
の
「
越
」
に
つ
い
て
は
為
家
が
自
ら
補
足
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち
ヨ
越
」
字
、
「
を
」
と
「
お
」
と
通
用
之
所
に
書
之
」
（
こ
の
「
通
用
」
は
掛
詞
の
意
で
あ
る
）
と
し
て
例
が
三
つ
挙
が
っ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
典
拠
と
定
家
仮
名
遣
に
よ
る
分
析
を
並
べ
て
見
よ
う
。

右
三
例
の
う
ち
古
今
集
と
拾
遺
集
は
定
家
自
筆
本
が
残
る
が
、
実
は
ど
ち
ら
も
表
記
は
「
お
」
（
於
の
草
体
）
で
あ
り
、
為
家
の
言
う
と

こ
ろ
と
は
相
違
す
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
古
今
集
証
本
に
限
っ
て
言
え
ば
、
「
置
く
」
と
「
起
く
」
と
を
掛
け
た
八
例
（
内
一
例
は
右
掲
の

、
君
に
け
さ
あ
し
た
の
霜
の
釧
罰
引
矧
い
な
ば
［
恋
し
き
ご
と
に
消
え
や
わ
た
ら
む
］
舌
今
集
仮
名
序
所
引
歌
）

↓
「
置
き
」
（
定
家
仮
名
遣
「
を
き
」
）
×
「
起
き
」
（
定
家
仮
名
遣
「
お
き
」
）

．
こ
と
の
ね
に
み
れ
の
松
風
か
よ
ふ
ら
し
い
づ
れ
の
趣
よ
り
［
し
ら
べ
そ
め
け
む
］
（
拾
遺
集
柵
斎
宮
女
御
）

↓
「
緒
」
（
定
家
仮
名
遣
「
を
」
）
×
「
尾
」
（
定
家
仮
名
遣
「
お
」
）

・
し
ら
つ
ゆ
の
趣
ｑ
て
の
い
な
ば
［
う
ち
さ
わ
ぎ
ひ
さ
し
く
秋
の
風
に
な
る
べ
き
］
（
拾
遺
愚
草
員
外
・
一
字
百
首
伽
）
＊
あ
る
い
は
秋
篠

月
清
集
州
・
後
鳥
羽
院
御
集
加
・
建
保
四
年
内
裏
百
番
歌
合
陥
公
経
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
が
、
定
家
が
証
本
を
執
筆

し
て
為
家
に
遺
し
た
作
品
の
ほ
う
が
適
当
か
。

↓
一
首
目
に
同
じ
。
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（
２
）

仮
名
序
所
引
歌
）
は
伊
達
家
旧
蔵
本
・
冷
泉
家
蔵
嘉
禄
本
と
も
に
す
べ
て
「
お
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
こ
の
奥
書
は
信
じ
ら
れ
な
い
の
か
と
言
え
ば
そ
う
で
は
な
く
、
高
松
宮
旧
蔵
の
模
本
を
用
い
て
大
野
氏
が
定
家
筆
後
撰
集
を

調
査
さ
れ
た
結
果
会
仮
名
遣
と
上
代
語
」
巻
末
資
料
。
冷
泉
家
本
の
本
文
は
ま
だ
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
が
、
模
本
で
ま
ず
問
題
な
い
で
あ
ろ
う
）
に

よ
れ
ば
「
越
」
草
体
の
用
例
は
十
一
例
あ
り
、
私
見
に
よ
る
と
そ
の
う
ち
九
例
が
「
置
く
」
「
起
く
」
の
掛
詞
、
一
例
が
「
置
く
」
「
奥
」

の
掛
詞
で
あ
っ
て
、
こ
の
場
合
「
越
」
表
記
が
「
を
／
お
」
の
掛
詞
に
使
わ
れ
て
い
る
（
こ
の
類
の
掛
詞
が
す
べ
て
「
越
」
で
表
記
さ
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
）
の
は
明
白
な
の
で
あ
る
。
定
家
は
写
本
に
よ
っ
て
「
越
」
字
体
を
よ
く
使
う
時
と
ほ
と
ん
ど
使
わ
な
い
時
が
あ
り
、
古

今
集
で
は
「
越
」
の
用
例
自
体
が
言
松
宮
旧
蔵
の
嘉
禄
本
模
本
を
対
象
と
す
る
大
野
氏
の
調
査
に
よ
る
と
）
一
例
し
か
存
在
し
な
い
。
こ
の
よ

う
な
写
本
全
体
の
特
性
を
考
慮
す
れ
ば
、
古
今
集
自
筆
本
の
デ
ー
タ
と
為
家
の
口
伝
が
相
違
す
る
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
の
口
伝
を
疑
問
視

す
る
に
は
及
ば
な
い
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
定
家
が
「
越
」
字
体
を
使
用
す
る
に
当
た
っ
て
、
後
撰
集
で
の
よ
う
に
ほ
ぼ
「
を
／
お
」
の

掛
訶
に
専
用
し
た
事
例
が
あ
る
こ
と
は
、
為
家
の
口
伝
と
合
致
す
る
も
の
と
し
て
積
極
的
に
評
価
す
べ
き
で
あ
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
こ
の
「
越
」
の
使
用
法
は
、
小
松
英
雄
氏
「
藤
原
定
家
の
仮
名
づ
か
い
ｌ
「
を
」
「
お
」
の
中
和
を
中
心
と
し
て
ｌ
」

（
言
語
生
活
剛
、
昭
蛆
・
５
。
「
仮
名
文
の
原
理
」
昭
開
に
収
録
、
さ
ら
に
改
訂
版
「
日
本
語
書
記
史
原
論
」
平
加
、
笠
間
書
院
に
収
録
）
や
、
小
笠
原

一
氏
「
定
家
自
筆
本
の
か
な
の
用
法
ｌ
「
越
」
の
場
合
ｌ
」
（
学
芸
国
語
国
文
学
皿
、
昭
別
．
ｌ
）
で
指
摘
さ
れ
た
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。
表

記
史
研
究
が
見
出
だ
し
た
（
通
常
言
わ
れ
る
仮
名
遣
よ
り
広
い
）
異
体
仮
名
の
使
い
分
け
現
象
の
う
ち
、
「
越
」
に
独
特
の
用
法
が
あ
る
こ
と

ま
で
は
定
家
の
子
息
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
一
方
で
「
此
外
仮
名
字
無
別
物
」
（
聖
護
院
本
「
此
他
仮
名
字
無
別
子

細
者
候
」
）
と
い
う
為
家
の
断
言
は
、
下
官
集
レ
ベ
ル
の
仮
名
遣
と
、
そ
れ
以
外
の
異
体
仮
名
の
使
い
分
け
と
の
間
に
規
範
性
の
上
で
無
視

（
３
）

で
き
な
い
隔
た
り
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
の
意
味
は
後
で
考
え
る
。

ま
た
、
下
官
集
で
は
「
え
」
と
「
江
」
と
が
区
別
さ
れ
て
い
る
と
い
う
大
野
晋
氏
「
仮
名
遣
の
起
源
に
つ
い
て
」
の
見
解
が
あ
っ
た
が
、
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下官集の諸本（浅田）

８
、
京
都
女
子
大
学
図
書
館
吉
沢
文
庫
蔵
「
歌
学
書
」
所
収
本
（
Ｙ
Ｋ
卯
・
２
Ｋ
）

こ
の
本
の
書
誌
は
今
井
明
氏
「
近
代
秀
歌
の
伝
本
・
追
補
」
（
研
究
と
資
料
Ｍ
、
昭
帥
・
胆
）
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。
箱
書
「
予
楽
院
歌

学
書
」
。
タ
テ
剛
叩
×
ョ
．
Ⅲ
、
の
列
帖
装
一
帖
。
近
衛
家
煕
筆
。
外
題
な
し
。
前
遊
紙
一
丁
の
あ
と
扉
題
「
西
公
談
抄
詠
歌
大
概

／
十
躰
同
和
歌
秘
々
同
／
草
子
書
様
同
文
字
仕
同
／
以
上
」
。
「
同
」
と
あ
る
の
は
こ
れ
で
は
意
味
を
成
さ
な
い
が
、
恐
ら

く
「
詠
歌
大
概
」
の
注
と
し
て
「
定
家
卿
作
」
な
ど
と
あ
っ
た
の
が
脱
落
し
た
の
で
あ
ろ
う
ｐ
所
収
歌
書
は
「
西
行
上
人
談
抄
」
・
「
詠

原
態
は
失
わ
れ
て
い
る
。

少
な
く
と
も
為
家
は
そ
う
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
石
坂
正
蔵
氏
が
「
定
家
の
区
別
し
た
仮
名
に
つ
い
て
」
で
反
論
し
た
通

り
、
定
家
が
例
え
古
典
書
写
に
お
い
て
「
え
」
と
「
江
」
と
を
区
別
し
て
い
た
と
し
て
も
、
下
官
集
に
載
せ
て
規
則
と
す
る
よ
う
な
意
識

は
持
っ
て
い
な
か
っ
た
と
判
断
す
べ
き
で
あ
ろ
う
（
後
に
大
野
氏
も
「
岩
波
講
座
日
本
語
８
文
字
』
の
「
仮
名
づ
か
い
の
歴
史
」
で
は
石
坂
説
に

従
う
と
さ
れ
て
い
る
）
。
６
．
７
本
と
も
「
聞
こ
え
」
は
「
き
こ
江
」
の
よ
う
に
表
記
さ
れ
て
い
て
、
定
家
模
刻
本
な
ど
と
同
じ
形
を
保
存

し
て
は
い
る
が
、
そ
れ
は
別
の
仮
名
と
い
う
意
味
で
は
な
か
っ
た
と
解
釈
さ
れ
よ
う
。
以
上
は
も
ち
ろ
ん
こ
の
文
永
奥
書
が
偽
作
で
な
い

こ
と
を
前
提
と
す
る
が
、
特
に
疑
わ
ね
ば
な
ら
な
い
点
は
存
し
な
い
と
思
う
。

な
お
、
末
尾
に
付
せ
ら
れ
た
天
正
十
八
年
（
剛
）
二
月
十
八
日
奥
書
は
、
也
足
軒
中
院
通
勝
の
記
し
た
も
の
で
あ
る
（
井
上
宗
雄
氏

「
也
足
軒
中
院
通
勝
の
生
涯
」
国
語
国
文
仙
ｌ
吃
、
昭
妬
・
皿
に
言
及
あ
り
）
。

和
歌
玉
屑
抄
本
の
本
文
は
、
前
述
の
通
り
「
表
紙
裏
書
」
部
分
を
欠
く
ほ
か
は
比
較
的
良
好
な
写
本
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
、
後
半
の

和
歌
の
改
行
・
連
綿
な
ど
の
処
置
に
関
す
る
諸
条
で
は
、
言
わ
れ
て
い
る
内
容
を
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
ら
し
く
、
挙
例
部
分
の
表
記
の

五
、
一
類
本
に
つ
い
て
亜
伝
本
８
～
加
（
了
俊
・
正
徹
相
伝
本
）
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ち
な
み
に
吉
沢
が
「
下
官
集
」
と
呼
ん
で
い
る
の
は
「
語
学
叢
書
』
所
収
の
新
宮
城
旧
蔵
本
と
い
う
特
定
の
一
本
で
あ
っ
て
、
現
在
の

研
究
者
の
よ
う
に
こ
の
作
品
の
一
般
的
呼
称
と
し
て
用
い
て
い
る
の
で
は
な
い
（
「
下
官
集
」
と
い
う
書
名
は
三
類
本
の
み
に
見
ら
れ
る
）
・

「
書
始
草
子
事
」
か
ら
「
草
子
付
色
々
符
事
」
に
至
る
一
連
の
叙
述
を
ま
と
め
た
作
品
名
は
考
え
ら
れ
な
い
ま
ま
、
定
家
仮
名
遣
の
内
容

歌
大
概
定
家
卿
作
」
（
仮
名
本
詠
歌
大
概
）
・
「
和
謡
十
躰
」
（
定
家
十
体
）
・
「
秘
々
抄
」
（
近
代
秀
歌
）
そ
し
て
下
官
集
で
あ
る
が
、
下

官
集
は
扉
題
で
は
「
草
子
書
様
」
「
文
字
仕
」
の
二
つ
の
作
品
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
一
冊
は
奥
書
（
後
述
）
に
見
る
通
り
了
俊

が
一
ま
と
め
に
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
了
俊
自
身
も
こ
れ
ら
を
「
右
六
ヶ
之
説
了
俊
相
伝
之
処
…
」
と
称
し
て
お
り
、
下
官
集
を
前
後
二

つ
に
分
け
な
い
と
計
算
が
合
わ
な
い
。
下
官
集
の
冒
頭
は
「
書
始
草
子
事
定
家
卿
言
也
」
と
あ
り
、
ま
た
．
書
歌
事
」
の

下
に
も
「
定
家
卿
言
也
」
と
あ
っ
て
、
仮
名
本
詠
歌
大
概
部
分
の
端
作
り
と
響
き
合
う
の
で
、
不
審
な
分
割
の
仕
方
で
は
あ
る
が
、
こ
こ

で
二
つ
に
切
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
も
の
か
。

こ
の
分
割
に
関
わ
ら
せ
て
一
言
加
え
る
。
旧
蔵
者
吉
沢
義
則
は
内
容
上
「
嫌
文
字
事
」
部
分
を
「
文
字
仕
」
と
解
釈
し
、
こ
の
部
分
を

「
予
楽
院
筆
文
字
仕
」
と
し
て
紹
介
し
た
。
た
だ
し
「
文
字
仕
事
」
と
い
う
一
項
が
本
文
中
に
（
扉
題
で
な
く
）
存
在
す
る
か
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
の
は
不
審
で
あ
る
。
木
枝
増
一
も
こ
の
部
分
の
み
を
取
り
上
げ
て
翻
刻
す
る
の
で
あ
る
が
、
さ
き
の
分
割
で
は
こ
れ
は
「
草
子

書
様
」
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
奇
妙
な
こ
と
に
な
る
。
今
の
所
明
解
を
得
な
い
。
国
語
学
関
係
の
文
献
で
は
、
時
折
「
予
楽

院
筆
文
字
仕
」
と
い
う
写
本
が
あ
る
か
の
よ
う
に
述
べ
た
り
、
下
官
集
の
一
異
本
と
し
て
こ
の
名
を
挙
げ
た
り
（
実
際
は
下
官
集
の
一
部
分

な
の
だ
か
ら
、
こ
こ
だ
け
を
取
り
出
し
て
比
較
す
る
の
は
お
か
し
い
）
す
る
混
乱
が
生
じ
て
い
る
が
、
結
局
吉
沢
の
伝
本
掲
出
に
や
や
誤
解
を
招

く
処
理
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
り
、
そ
れ
は
下
官
集
全
体
を
一
つ
の
ま
と
ま
り
と
し
て
把
握
す
る
発
想
が
弱
か
っ
た
（
ま
た
は
、
定
家
の
仮
名

遣
の
資
料
を
収
集
し
よ
う
と
い
う
視
点
に
立
っ
て
い
た
た
め
に
、
「
嫌
文
字
事
」
以
外
の
部
分
が
重
視
さ
れ
な
か
っ
た
）
こ
と
が
原
因
で
は
な
か
っ
た

か
と
想
像
さ
れ
る
。
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下官集の諸本（浅田）

９
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
平
松
家
本
「
西
行
上
人
談
抄
」
所
収
本
（
第
七
門
サ
ー
）

タ
テ
川
叩
×
ヨ
コ
Ⅷ
、
の
袋
綴
一
冊
。
８
吉
沢
本
と
ま
っ
た
く
同
内
容
の
本
。
改
丁
点
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
し
予
楽
院
の
書
写

奥
書
は
な
い
。
ま
た
下
官
集
の
み
に
藍
色
で
訓
点
・
振
仮
名
等
を
加
え
る
。
田
中
裕
氏
が
紹
介
し
て
有
名
に
な
っ
た
本
で
あ
る
。

の
検
討
に
移
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
注
意
を
要
す
る
。

な
お
「
下
官
集
」
と
い
う
書
名
は
定
家
の
付
け
た
も
の
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
も
し
書
名
を
選
ぶ
な
ら
ば
大
野
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
１

定
家
模
刻
本
の
冒
頭
に
書
か
れ
て
い
る
「
僻
案
」
が
合
理
的
で
は
な
い
か
と
思
う
。
た
だ
し
そ
れ
も
定
家
が
「
書
名
」
と
し
て
書
き
付
け

た
の
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
し
、
僻
案
抄
と
紛
れ
や
す
い
と
い
う
実
際
的
な
問
題
も
あ
る
。
現
在
は
下
官
集
と
い
う
書
名
を
採
用
す
る
こ

と
が
一
般
的
で
あ
る
の
で
、
本
稿
で
も
そ
れ
に
従
う
。

一
方
和
歌
研
究
の
側
で
は
、
こ
の
系
統
の
下
官
集
を
含
む
写
本
を
紹
介
す
る
に
当
た
り
、
「
草
子
書
様
」
「
文
字
仕
」
に
相
当
す
る
部
分

が
下
官
集
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
な
い
こ
と
が
あ
る
。
翻
刻
で
見
ら
れ
る
三
類
本
が
二
つ
の
伝
本
を
合
写
す
る
特
異
な
形
態
の
も
の
な
の

で
、
そ
れ
と
比
較
し
て
慎
重
に
な
る
こ
と
も
あ
ろ
う
か
。
私
自
身
、
二
つ
の
領
域
の
研
究
が
実
は
同
じ
写
本
を
記
述
し
て
い
る
の
だ
と
気

付
く
の
に
し
ば
ら
く
時
間
が
掛
か
っ
た
。
い
っ
そ
う
の
情
報
交
流
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

吉
沢
本
は
末
尾
に
「
以
正
徹
自
筆
書
写
了
元
禄
三
年
仲
春
下
旬
（
花
押
こ
と
予
楽
院
の
奥
書
が
あ
り
、
了
俊
の
許
し
を
得
て

正
徹
が
「
六
ヶ
之
説
」
を
書
写
し
た
、
そ
の
正
徹
自
筆
本
の
丁
寧
な
写
し
で
あ
る
。
し
か
し
本
文
は
か
な
り
悪
く
、
同
系
統
の
他
本
を
見

て
も
、
そ
も
そ
も
了
俊
所
持
本
そ
の
も
の
が
末
流
的
な
粗
本
だ
っ
た
と
推
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
な
お
吉
沢
本
の
転
写
本
に
大
阪
市
立
大

学
図
書
館
森
文
庫
本
「
西
行
上
人
談
抄
・
詠
歌
大
概
」
（
肌
・
肌
Ⅲ
）
が
あ
る
が
抄
写
で
、
下
官
集
は
含
ま
れ
な
い
。
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［
全
体
の
奥
書
］

右
六
ヶ
之
説
、

御
伝
候
、
当
時
此

応
永
十
二
年

尊
明
殿

加
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
高
松
宮
旧
蔵
本
「
西
行
上
人
談
抄
」
所
収
本

原
本
未
見
。
国
文
学
研
究
資
料
館
の
紙
焼
写
真
（
Ｃ
刑
）
に
よ
る
。
袋
綴
一
冊
。
江
戸
後
期
写
。
こ
れ
も
吉
沢
本
と
同
内
容
で
あ
る
が
、

巻
末
の
奥
書
が
や
や
多
い
（
後
掲
）
。
ま
た
「
秘
々
抄
」
（
近
代
秀
歌
）
部
分
に
脱
簡
が
あ
る
。
本
文
は
い
っ
そ
う
悪
い
。

８
～
Ⅲ
は
ど
れ
も
同
内
容
で
あ
り
、
了
俊
が
ま
と
め
て
正
徹
に
相
伝
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
三
本
の
奥
書
に
つ
い
て
は
田
中
裕

氏
・
稲
田
利
徳
氏
・
福
田
秀
一
氏
の
研
究
に
詳
し
く
、
私
は
何
も
加
え
る
と
こ
ろ
が
な
い
の
で
、
下
官
集
部
分
の
奥
書
と
、
全
体
の
奥
書

の
み
を
記
す
に
止
め
る
。
稲
田
氏
の
考
証
に
よ
れ
ば
「
尊
明
」
「
俊
徹
」
「
正
清
」
は
「
清
厳
」
と
同
じ
く
す
べ
て
正
徹
の
名
で
あ
る
。

［
下
官
集
奥
書
］

わ
か
の
う
ら
の
江
に
よ
る
の
み
か
老
鶴
の
命
も
ひ
な
の
あ
ら
れ
と
そ
思
ふ

（
マ
マ
）

如
此
事
共
、
皆
於
九
州
粉
失
之
問
、
散
本
耆
之
、
毎
度
任
本
了

了
俊
判

奥
書
云

之
説
、
了
俊
相
伝
之
処
、
数
奇
之
御
志
深
重
奉
感
之
間
、
無
是
非
う
つ
さ
せ
申
候
、
相
構
而
雛
御
子
孫
無
数
奇
人
々
ニ
不
可
有

当
時
此
道
有
名
無
実
候
へ
と
も
、
両
神
御
加
護
之
上
者
、
松
葉
ち
り
う
せ
ぬ
事
候
き

十
二
年
十
二
月
日
満
八
十
徳
翁
了
俊
判
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下官集の諸本（浅田）

な
お
こ
の
ほ
か
に
、
未
見
の
本
で
あ
る
が
大
野
晋
氏
が
「
仮
名
遣
と
上
代
語
」
朗
頁
に
「
架
蔵
」
と
し
て
掲
出
さ
れ
て
い
る
本
も
「
近

衛
予
楽
院
が
正
徹
自
筆
の
本
か
ら
書
写
し
た
由
が
奥
書
に
見
え
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
以
前
に
、
今
川
了
俊
が
、
一
度
九
州
で
紛
失
し
た

も
の
を
写
し
改
め
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
見
え
て
い
る
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
、
８
～
皿
諸
本
と
同
系
統
で
あ
ろ
う
と
推

測
さ
れ
る
。
下
官
集
以
外
の
諸
作
品
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
言
及
が
な
い
。

も
う
一
つ
、
了
俊
の
下
官
集
関
係
資
料
と
し
て
言
塵
集
第
三
の
「
和
字
文
字
仕
の
事
」
（
日
本
古
典
全
書
本
で
は
例
頁
）
が
早
く
か
ら
知

西
に
行
む
か
し
の
人
の
え
し
み
ち
を
道
に
な
ら
ふ
る
す
ゑ
の
世
の
春

正
広

＊
Ⅲ
高
松
宮
本
は
「
西
に

応
永
三
十
一
年
二

金
春
殿
進
覧

と
あ
り
、
ま
た
末
尾
に

と
書
写
奥
書
が
増
え
る
。
本
文
が
悪
く
解
し
難
い
所
が
あ
る
。

此
一
帖
正
清
相
伝
畢

此
一
帖
清
厳
和
尚
自
筆
也
、
従
鎌
倉
殿
金
春
禅
竹
之
然
三
男
九
郎
持
下
、
御
所
望
也
書
写
者
也

文
明
十
五
年
九
月
日
忠
広
在
判

文
明
十
五
年
九
月
日

三
郎
丸
二
讓
置
也

「
西
に
行
」
歌
の
前
に

一
年
二
月
六
日
俊
徹

哩
覧
物
者
判
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川
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
高
松
宮
旧
蔵
本
「
和
歌
愚
僻
抄
」

原
本
未
見
。
国
文
学
研
究
資
料
館
の
紙
焼
写
真
（
Ｃ
剛
）
に
よ
る
。
袋
綴
一
冊
。
江
戸
初
期
写
。
川
平
ひ
と
し
氏
「
定
家
著
「
和
歌
書

様
」
「
和
歌
会
次
第
」
に
つ
い
て
」
に
翻
刻
が
あ
る
。
「
和
歌
愚
僻
抄
」
は
題
篭
に
記
す
書
名
で
、
内
題
は
な
い
。
Ⅱ
三
康
図
書
館
本
に
は

こ
の
書
名
は
存
し
な
い
と
の
こ
と
で
粉
い
つ
誰
に
よ
っ
て
付
さ
れ
た
の
か
は
不
明
。
１
オ
か
ら
４
ウ
三
行
目
ま
で
が
下
官
集
。
そ
れ
に
続

本
定

け
て
「
一
書
寄
事
自
寄
可
披
講
也
」
と
し
て
い
わ
ゆ
る
「
和
歌
書
様
」
の
一
種
が
合
写
さ
れ
る
。
さ
ら
に
８
オ
か
ら
「
和
歌
会
作

法
」
と
し
て
清
輔
の
袋
草
紙
の
抄
出
が
記
さ
れ
る
。
奥
書
「
治
承
二
年
五
月
八
日
書
之
（
た
だ
し
墨
滅
）
」
「
正
応
第
三
暦
孟
夏
上
旬
候
以

秘
本
書
之
概
不
可
及
外
見
之
由
誓
状
了
心
中
深
可
謹
者
也
」
「
正
応
五
年
三
月
二
日
於
関
東
二
階
堂
誹
或
人
書
了
写
本
冷
泉
羽
林
為

相
朝
臣
被
秘
本
也
穴
賢
不
可
及
外
見
云
々
」
。
下
官
集
部
分
の
本
文
は
か
な
り
悪
い
が
、
誤
写
の
た
め
と
は
思
わ
れ
な
い
異
同
が
い
く

つ
か
あ
り
（
川
平
氏
が
例
を
挙
げ
て
お
ら
れ
る
）
注
目
さ
れ
る
。

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
下
官
集
「
嫌
文
字
事
」
の
仮
名
遣
用
例
部
分
の
転
載
で
、
例
語
の
掲
出
順
が
８
～
岨
の
そ
れ
（
一
類
本
の
中
で
は
際

立
っ
て
乱
れ
て
い
る
）
と
よ
く
似
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

ち
な
み
に
、
小
野
正
弘
氏
ヨ
正
徹
本
徒
然
草
』
の
和
語
の
か
な
づ
か
い
」
（
佐
藤
喜
代
治
氏
編
颪
語
論
究
第
５
集
中
世
語
の
研
究
」
平

６
．
姻
所
収
）
に
よ
る
と
、
正
徹
の
仮
名
遣
は
下
官
集
ほ
か
の
定
家
仮
名
遣
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
面
が
あ
る
と
い
う
。
恐
ら
く
そ

の
結
論
は
誤
り
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
た
だ
し
同
論
文
は
下
官
集
本
文
と
し
て
、
『
国
語
学
大
系
』
に
翻
刻
さ
れ
た
三
類
本
の
、
し
か
も

後
人
増
補
の
多
い
前
半
部
分
を
大
幅
に
取
り
入
れ
て
お
り
、
依
拠
資
料
に
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
ず
は
正
徹
が
了
俊
か
ら
相

伝
さ
れ
た
系
統
の
下
官
集
を
対
象
に
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

六
、
二
類
本
（
和
歌
愚
僻
抄
本
）
に
つ
い
て
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こ
の
他
、
川
平
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
大
野
晋
氏
が
紹
介
さ
れ
た
橋
本
研
一
氏
蔵
為
相
本
（
外
題
「
和
寄
作
法
」
）
も
こ
の
系
統
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
大
野
氏
に
よ
れ
ば
下
官
集
に
「
和
歌
会
作
法
」
が
合
写
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
袋
草
紙

で
あ
る
と
推
測
さ
れ
、
か
つ
そ
の
末
尾
に
Ⅱ
・
皿
と
同
じ
く
「
本
云
治
承
二
年
五
月
八
日
書
之
」
と
あ
る
と
さ
れ
る
の
で
、
二
類
本
と

同
一
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
わ
け
で
あ
る
。
た
だ
し
大
野
氏
の
紹
介
で
は
下
官
集
の
次
に
定
家
の
「
和
歌
書
様
」
が
あ
る
か
ど
う

か
不
明
で
あ
る
。
全
体
の
奥
書
は
「
本
云
以
家
本
具
書
写
校
合
了
最
可
秘
外
見
者
也
右
近
少
将
藤
原
朝
臣
為
相
自
判
」
ま
た
「
正

平
十
二
年
六
月
十
九
日
書
写
」
と
あ
り
、
正
平
十
二
年
（
唖
の
書
写
と
見
て
よ
い
写
し
で
あ
る
と
い
う
。

枢
、
三
康
記
念
図
書
館
蔵
「
和
歌
会
次
第
」
（
５
．
州
）
所
収
本

原
本
未
見
。
川
平
氏
が
Ⅱ
高
松
宮
本
の
翻
刻
に
校
合
本
と
し
て
使
用
し
て
お
ら
れ
る
の
で
内
容
が
知
ら
れ
る
。
川
平
氏
の
分
類
に
よ
る

「
和
歌
会
次
第
」
Ⅳ
類
本
の
あ
と
に
高
松
宮
本
と
同
じ
も
の
（
下
官
集
か
ら
袋
草
紙
抄
出
ま
で
）
が
合
写
さ
れ
て
い
る
。
本
文
は
悪
い
が
、
高

松
宮
本
と
補
い
合
う
こ
と
が
で
き
る
。

二
類
本
の
位
置
付
け
は
次
の
三
つ
の
問
題
を
含
ん
で
い
る
。

・
下
官
集
本
文
は
一
類
本
と
無
視
で
き
な
い
異
同
を
持
つ
が
、
そ
れ
は
定
家
本
人
に
よ
る
別
稿
で
あ
る
こ
と
を
示
す
の
か
。

・
定
家
の
「
和
歌
書
様
」
は
い
つ
合
写
さ
れ
た
の
か
。

・
袋
草
紙
抄
出
は
い
つ
加
わ
っ
た
の
か
。

最
初
の
問
題
は
二
類
本
の
素
性
を
考
え
る
上
で
最
も
重
要
で
あ
る
。
川
平
氏
は
い
く
つ
か
の
異
同
を
例
示
し
、
定
家
自
身
の
別
稿
で
あ

-109-



対
し
、
ｖ

■

お
こ
う
。

る
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
も
の
と
述
べ
ら
れ
た
。
大
野
氏
が
下
官
集
を
す
べ
て
定
家
模
刻
本
の
原
本
か
ら
派
生
し
た
も
の
と
見
た
の
に

対
し
、
必
ず
し
も
そ
う
言
い
切
れ
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
意
義
は
大
き
い
。
本
稿
で
も
結
論
は
出
せ
な
い
が
、
い
く
ら
か
検
討
を
加
え
て

二
類
本
本
文
と
定
家
模
刻
本
が
大
き
く
異
な
る
点
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

Ａ
、
「
表
紙
裏
書
」
部
分
、
「
如
狭
衣
物
語
・
・
・
」
頭
注
、
「
近
代
之
人
…
」
頭
注
が
な
い
。

Ｂ
、
「
嫌
文
字
事
」
の
仮
名
遣
用
例
が
か
な
り
少
な
く
な
り
、
注
記
も
簡
略
で
あ
る
。

Ｃ
、
仮
名
遣
用
例
の
う
ち
、
「
い
」
と
「
ゐ
」
の
順
が
逆
に
な
っ
て
い
る
。

Ｄ
、
仮
名
遣
用
例
の
後
の
注
記
「
右
事
ハ
…
」
が
な
い
。

Ｅ
、
「
仮
名
字
か
き
つ
画
く
る
事
」
で
、
読
み
や
す
く
書
い
た
方
の
挙
例
が
な
い
。

Ｆ
、
「
書
寄
事
」
で
、
読
み
や
す
く
書
い
た
方
の
挙
例
が
和
歌
全
形
で
な
く
「
五
七
五
／
七
七
」
と
字
数
の
み
の
表
記
に
な
っ
て
い
る
。

Ｇ
、
全
体
に
文
章
に
違
い
が
あ
る
。
川
平
氏
も
挙
げ
て
お
ら
れ
る
が
、
重
要
な
箇
所
を
改
め
て
掲
げ
る
と
、

「
草
子
付
色
々
符
事
」
末
尾

「
書
寄
事
」

「
書
始
草
子
事
」
末
尾

如
此
書
雌
有
其
説
当
時
至
愚
之
性
迷
而
不
弁
上
下
句
只
付
読
安
可
用
左
説
（
定
家
模
刻
本
）

如
此
書
雌
聞
故
実
之
由
当
時
至
愚
之
性
迷
而
不
弁
只
付
読
安
狂
理
可
用
此
説
（
高
松
宮
本
）

模
漢
字
之
摺
本
之
草
子
右
一
枚
白
紙
徒
然
似
無
其
詮
之
故
也
（
定
家
模
刻
本
）

模
漢
家
之
摺
本
右
一
枚
白
紙
徒
然
似
公
損
之
故
也
（
高
松
宮
本
）
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定
家
が
二
度
下
官
集
を
書
き
、
し
か
も
そ
の
内
容
が
大
き
く
は
変
わ
っ
て
い
な
い
と
す
る
と
、
下
官
集
は
た
ま
た
ま
思
い
付
く
ま
ま
に

書
き
付
け
た
メ
モ
な
ど
で
は
な
く
、
は
っ
き
り
し
た
一
ま
と
ま
り
の
作
品
と
し
て
の
意
識
で
書
か
れ
て
い
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
。
異
同

Ｇ
か
ら
は
そ
の
解
釈
に
分
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
断
言
は
で
き
な
い
。

次
に
、
下
官
集
に
和
歌
書
様
が
加
わ
っ
た
の
は
い
つ
か
と
い
う
点
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
明
確
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
後
述

す
る
よ
う
に
、
弘
安
七
年
（
幽
以
前
、
お
そ
ら
く
そ
れ
よ
り
も
う
少
し
遡
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
為
相
は
弘
長
三
年
（
幽

こ
れ
ら
の
異
同
の
う
ち
、
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
は
転
写
間
の
錯
誤
・
省
略
・
省
筆
な
ど
で
説
明
で
き
て
し
ま
い
そ
う
だ
が
、
Ｇ
は
無
視
で
き
な

い
。
誤
写
で
は
生
じ
得
な
い
異
同
で
あ
る
し
、
二
類
本
本
文
に
も
明
ら
か
に
自
説
に
対
す
る
卑
下
・
謙
退
の
ポ
ー
ズ
が
見
ら
れ
、
定
家
以

後
の
誰
か
が
敢
え
て
こ
れ
ら
の
文
言
を
創
作
せ
ね
ば
な
ら
な
い
必
然
が
見
当
た
ら
な
い
（
秘
説
化
し
た
り
権
威
化
す
る
書
き
替
え
な
ら
ば
後
人

が
作
為
し
た
も
の
と
理
解
で
き
る
が
、
そ
れ
に
は
当
た
ら
な
い
わ
け
で
あ
る
）
。
一
類
・
三
類
の
諸
本
に
は
、
仮
名
遣
用
例
部
分
の
増
減
な
ど
は

あ
る
が
《
叙
述
自
体
の
異
同
は
誤
写
の
範
囲
を
越
え
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
二
類
本
本
文
は
明
確
な
差
を
持
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

も
し
こ
れ
を
定
家
に
よ
る
別
稿
と
見
て
よ
い
と
す
れ
ば
、
Ａ
で
見
た
よ
う
に
、
定
家
模
刻
本
原
本
の
追
加
書
入
れ
に
相
当
す
る
記
述
が

な
い
こ
と
か
ら
、
こ
ち
ら
の
方
が
先
行
す
る
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
で
あ
ろ
う
（
も
う
少
し
慎
重
に
言
う
な
ら
、
少
な
く

と
も
定
家
模
刻
本
原
本
に
追
加
書
入
れ
が
施
さ
れ
る
よ
り
は
前
の
段
階
の
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
）
。
そ
う
す
る
と
Ｂ
～
Ｆ
の
異
同
に
つ
い
て
も
、

ほ
ぼ
二
類
本
の
方
が
分
量
が
少
な
い
傾
向
を
示
す
の
で
、
前
稿
本
的
性
格
と
合
致
す
る
と
も
解
釈
で
き
、
一
概
に
誤
写
・
省
略
の
産
物
と

は
言
え
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

已
上
先
人
下
官
存
之
他
人
不
同
心
（
定
家
模
刻
本
）

已
上
一
身
存
之
更
無
用
人
（
高
松
宮
本
）

-111-



ず
は
な
い
。

お
き
た
い
。

の
生
ま
れ
だ
か
ら
、
為
相
筆
本
が
存
在
し
た
と
し
て
も
、
恐
ら
く
為
相
は
そ
の
付
加
に
関
与
し
て
は
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
（
た
だ
し
、

前
述
の
通
り
橋
本
本
に
和
歌
書
様
が
存
す
る
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
）
。

最
後
に
、
袋
草
紙
抄
出
が
い
つ
加
わ
っ
た
か
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。
大
野
氏
は
袋
草
紙
に
治
承
二
年
の
奥
書
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
定
家

十
七
歳
の
書
写
本
を
元
に
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
た
。
川
平
氏
は
そ
れ
が
事
実
な
ら
ば
定
家
の
六
条
家
に
対
す
る
意
識
を
考
え
る
上
で
興

味
深
い
と
述
べ
ら
れ
つ
つ
、
治
承
奥
書
が
定
家
以
前
に
付
け
ら
れ
た
本
奥
書
で
あ
る
可
能
性
を
も
示
唆
さ
れ
た
。
以
上
を
踏
ま
え
て
川
上

新
一
郎
氏
は
「
六
条
藤
家
関
係
歌
書
の
伝
来
覚
書
」
（
芸
文
研
究
弱
、
昭
削
・
１
。
後
に
「
六
条
藤
家
歌
学
の
研
究
」
平
Ⅱ
所
収
）
で
袋
草
紙
享

受
の
側
か
ら
こ
の
件
に
言
及
、
治
承
二
年
時
点
で
「
定
家
が
「
袋
草
紙
」
の
冒
頭
を
丸
取
り
し
た
部
分
を
含
む
一
書
を
編
む
と
は
到
底
考

え
ら
れ
ず
、
例
え
遥
か
後
年
で
も
意
識
的
に
一
書
と
す
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
定
家
の
関
与
を
考
え
る
な
ら
ば
、

「
下
官
集
」
や
「
和
歌
書
様
」
の
末
尾
に
参
考
の
た
め
「
袋
草
紙
」
の
関
連
部
分
を
書
き
付
け
て
お
い
た
も
の
が
、
後
に
為
相
等
の
手
に

よ
り
一
伝
書
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
可
能
性
を
考
え
る
く
ら
い
で
は
な
か
ろ
う
か
。
従
っ
て
『
和
歌
愚
僻
抄
」
の
中
、
『
袋
草
紙
」
か
ら
の

転
用
部
分
が
定
家
の
手
を
経
て
い
る
か
否
か
は
慎
重
な
検
討
の
要
が
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
」
と
判
断
し
て
お
ら
れ
る
。

私
も
川
上
氏
と
同
意
見
で
あ
り
、
歌
会
で
の
作
法
と
い
う
歌
道
家
に
と
っ
て
最
も
対
外
的
に
重
要
な
事
柄
に
つ
い
て
、
六
条
家
の
伝
書

の
抜
書
を
以
て
充
当
す
る
と
は
考
え
が
た
い
。
参
考
資
料
と
し
て
持
っ
て
い
る
こ
と
は
有
り
得
て
も
、
そ
れ
を
当
家
の
伝
書
と
称
す
る
は

ず
は
な
い
。
ま
た
、
後
述
す
る
三
類
本
の
検
討
か
ら
、
袋
草
紙
抄
出
を
含
ま
な
い
形
の
伝
本
の
存
在
が
示
唆
さ
れ
る
こ
と
も
付
け
加
え
て

二
類
本
は
為
相
奥
書
を
持
つ
。
高
松
宮
本
で
は
正
応
三
年
奥
書
が
蕪
署
名
な
が
ら
）
為
相
の
も
の
と
一
応
見
な
さ
れ
る
し
、
橋
本
本

で
は
無
年
記
の
為
相
奥
書
が
あ
る
。
正
応
頃
に
為
相
が
家
相
伝
の
本
に
よ
り
関
東
で
大
量
の
書
写
活
動
を
行
い
、
ま
た
門
弟
に
書
写
を
許

し
て
地
歩
の
拡
大
を
狙
っ
た
こ
と
は
こ
の
頃
の
他
の
奥
書
類
か
ら
知
ら
れ
て
お
り
（
井
上
宗
雄
氏
「
中
世
歌
壇
史
の
研
究
南
北
朝
期
」
な
ど
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参
照
。 （

１
）
「
和
歌
之
条
々
」
（
「
秘
密
五
行
事
」
以
下
四
十
三
箇
条
）
。
飛
鳥
井
雅
教
が
永
禄
六
年
二
月
二
十
四
日
に
楠
正
虎
に
授
け
た
旨
の
奥

書
が
あ
り
、
同
書
を
飛
鳥
井
家
雅
綱
が
写
し
た
一
本
を
寛
文
二
年
八
月
に
良
世
が
書
写
し
、
同
五
年
に
飛
鳥
井
雅
章
に
見
せ
て
加
証
し
て

も
ら
っ
た
旨
を
記
す
。
井
上
宗
雄
氏
「
中
世
歌
壇
史
の
研
究
室
町
後
期
」
棚
頁
参
照
。

（
２
）
無
題
（
「
懐
紙
事
」
以
下
十
五
箇
条
）
。
奥
書
な
し
。
流
派
特
定
困
難
。

（
３
）
無
題
（
「
和
歌
会
席
作
法
」
以
下
十
二
箇
条
）
。
柳
原
資
定
が
権
律
師
尊
海
に
授
け
た
奥
書
を
付
す
。
井
上
氏
『
室
町
後
期
」
捌
頁

家
資
（

で
あ
る
。

（
１
）

参
照
）
、
下
官
集
も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
袋
草
紙
抄
出
を
含
む
形
態
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
定
家
自
筆
と
い
う
よ
う

な
も
の
に
拠
っ
た
か
ど
う
か
は
疑
問
が
あ
る
。
な
お
定
家
模
刻
本
原
本
は
、
後
に
二
条
為
衡
が
所
持
し
て
い
た
こ
と
か
ら
見
て
、
二
条
家

に
相
伝
さ
れ
て
い
た
も
の
（
す
な
わ
ち
為
相
は
見
て
い
な
か
っ
た
）
と
想
像
さ
れ
る
。

相
、
水
府
明
徳
会
彰
考
館
蔵
「
会
席
作
法
」
所
収
本
（
巳
柏
ｌ
川
）

原
本
未
見
。
国
文
学
研
究
資
料
館
の
紙
焼
写
真
（
Ｃ
川
）
に
よ
る
。
袋
綴
一
冊
。
表
紙
は
外
題
「
会
席
作
法
」
と
し
た
下
に
「
飛
鳥
井

家
資
定
冷
泉
家
鵜
本
抄
出
」
と
細
目
を
記
し
、
さ
ら
に
改
行
し
て
「
下
官
抄
」
と
書
く
。
様
々
な
歌
会
作
法
書
を
合
写
し
た
も
の

三
類
本
と
し
て
こ
こ
に
挙
げ
た
諸
本
は
、
一
類
本
と
別
の
起
源
を
持
つ
も
の
で
は
な
い
が
、
形
態
の
特
異
さ
に
よ
り
あ
え
て
別
類
を
立

て
て
論
ず
る
こ
と
に
し
た
。

七
、
三
類
本
に
つ
い
て
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（
８
）
「

会
次
第
」
』

奥
書
あ
り
。

さ
て
そ
の
あ
と
、
全
体
の
末
尾
が
下
官
集
で
あ
る
が
、
「
下
官
集
一
巻
」
の
端
作
り
の
次
に
「
国
語
学
大
系
」
本
と
同
じ
く
「
を
／
お
」

の
書
き
分
け
や
「
ひ
」
と
書
く
べ
き
語
に
関
す
る
雑
然
と
し
た
書
付
け
が
あ
り
、
そ
の
後
に
「
一
書
始
草
子
事
」
と
下
官
集
本
体
が
始

ま
る
。
前
述
の
通
り
こ
の
系
統
の
本
は
二
つ
の
下
官
集
を
続
け
て
書
写
す
る
が
、
該
本
は
そ
の
う
ち
後
半
の
方
が
大
き
く
切
除
さ
れ
て
い

る
。
詳
し
く
は
全
体
の
構
成
・
奥
書
類
と
併
せ
て
後
述
す
る
。

全
体
に
朱
校
合
が
あ
り
、
そ
の
校
合
本
は
同
じ
彰
考
館
の
６
和
歌
玉
屑
抄
本
と
断
定
し
て
よ
い
。
末
尾
に
は
６
の
奥
書
も
転
載
さ
れ
て

ひ
と
し
氏
「
清
浄
光
寺
蔵

為
和
と
明
融
の
署
名
あ
り
。

（
８
）
「
和
寄
次
第
夜

会
次
第
』
に
つ
い
て
ｌ
〈
｛

（
５
）
無
題
。
親
句
疎
句
以
下
、
歌
会
作
法
と
は
関
係
の
な
い
一
ッ
書
の
歌
論
書
。
奥
書
な
し
。

（
６
）
「
私
此
奥
口
伝
所
々
抄
出
」
。
愚
秘
抄
（
版
本
系
）
の
末
尾
が
独
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
じ
も
の
の
単
独
の
写
本
に
尊
経
閣
文

庫
本
が
あ
り
、
ま
た
書
陵
部
伏
見
宮
本
な
ど
に
「
後
宇
多
院
勅
撰
口
伝
」
と
題
し
て
伝
わ
る
の
も
同
じ
も
の
。
奥
書
「
正
隆
所
被
来
以
鵜

鷺
ノ
本
之
末
二
有
之
条
に
存
之
書
留
候
者
也
」
。
表
紙
に
「
鵜
本
抄
出
」
と
あ
る
の
は
こ
れ
で
あ
ろ
う
。

（
７
）
無
題
。
．
題
出
し
様
之
事
」
以
下
。
冷
泉
為
和
の
題
会
庭
訓
と
呼
ば
れ
る
伝
書
。
井
上
氏
「
室
町
後
期
」
測
頁
及
び
川
平

ひ
と
し
氏
「
清
浄
光
寺
蔵
冷
泉
為
和
著
「
題
会
之
庭
訓
井
和
歌
会
次
第
」
に
つ
い
て
」
（
跡
見
学
園
女
子
大
学
紀
要
鴎
、
平
２
．
３
）
参
照
。

（
４
）
無
題
（
「
和
歌
会
席
之
図
」
以
下
雑
記
的
な
も
の
）
。
正
吉
の
天
文
十
三
年
の
奥
書
あ
り
。
次
い
で
同
十
九
年
の
書
写
奥
書
あ
り
、

夕
心
・
桂
霜
な
る
人
物
た
ち
に
よ
っ
て
相
伝
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
正
吉
は
孝
範
孫
・
常
縁
孫
で
あ
る
人
物
。
井
上
氏
「
室

町
後
期
」

（
５
）

（
６
）

似
頁
参
照
。

無
題
。
親
揖

夜
儀
家
説
」
。
定
家
の
和
歌
会
次
第
の
一
系
統
を
為
和
が
改
編
し
た
も
の
。
川
平
氏
「
冷
泉
為
和
改
編
本
「
和
歌

〈
家
説
〉
の
ゆ
く
え
’
」
（
跡
見
学
園
女
子
大
学
国
文
学
科
報
阻
、
昭
弱
・
３
）
参
照
。
為
和
が
忍
雅
に
授
け
た
旨
の
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下官集の諸本（浅田）

帽
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
色
川
三
中
旧
蔵
本
（
開
Ｉ
路
）

袋
綴
一
冊
。
タ
テ
別
×
ョ
．
Ⅳ
皿
。
江
戸
後
期
写
。
紺
色
表
紙
に
題
篭
「
下
官
集
全
」
。
た
だ
し
肥
オ
か
ら
は
「
百
官
付
唐
名
」
と

端
作
り
す
る
別
の
作
品
菅
職
の
別
称
、
年
中
行
事
、
名
所
、
書
札
礼
な
ど
を
ま
と
め
た
も
の
）
で
あ
る
。
下
官
集
本
文
は
Ｍ
新
宮
城
旧
蔵
本
と

酷
似
し
て
お
り
、
ど
ち
ら
も
同
じ
親
本
か
ら
の
忠
実
な
転
写
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
未
見
で
は
あ
る
が
島
原
図
書
館
松
平
文
庫
に
下
官
集
が
一
本
あ
り
（
整
理
番
号
鮒
１
３
）
、
目
録
に
よ
れ
ば
「
下
官
抄
付
百
官

付
属
名
等
（
元
徳
元
年
珍
範
奥
本
ノ
転
）
写
」
と
あ
る
の
で
、
静
嘉
堂
本
と
恐
ら
く
同
内
容
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
『
国
語
学

将
東
京
大
学
文
学
部
国
語
学
研
究
室
蔵
新
宮
城
旧
蔵
本
（
帽
Ｄ
“
／
Ｌ
幽

袋
綴
（
紙
捻
で
綴
じ
る
）
一
冊
。
タ
テ
加
×
ョ
．
Ⅲ
叩
江
戸
後
期
写
。
薄
茶
色
の
表
紙
に
直
書
し
て
「
下
官
集
／
山
槐
雑
記
」
と
あ

り
、
国
語
研
究
室
の
和
古
書
目
録
で
も
そ
の
ま
ま
整
理
書
名
と
な
っ
て
い
る
が
、
「
山
槐
雑
記
」
（
山
槐
記
の
抜
書
？
）
に
当
た
る
部
分
は

存
在
せ
ず
、
下
官
集
の
み
の
写
本
で
あ
る
。
「
国
語
学
大
系
」
の
下
官
集
解
題
で
は
、
新
宮
城
旧
蔵
本
は
関
東
大
震
災
で
焼
失
し
た
と
記

さ
れ
て
い
る
が
、
該
本
に
は
表
紙
と
一
オ
に
「
新
宮
城
書
蔵
」
の
朱
長
印
が
捺
さ
れ
て
お
り
、
ま
さ
に
こ
の
本
で
あ
る
。
新
宮
城
旧
蔵
本

に
基
く
赤
堀
又
次
郎
「
語
学
叢
書
」
の
翻
刻
を
参
照
し
て
も
同
一
の
本
と
断
言
で
き
る
（
比
較
の
結
果
、
同
翻
刻
は
か
な
り
正
確
で
あ
る
こ
と

が
判
明
し
た
）
。
な
お
「
国
語
学
大
系
』
解
題
が
や
は
り
大
震
災
で
焼
失
し
た
と
す
る
不
忍
文
庫
旧
蔵
本
の
方
は
目
録
に
見
え
ず
、
こ
ち
ら

は
確
か
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

い
る
。
親
本
を
忠
実
に
写
そ
う
と
し
た
形
跡
が
認
め
ら
れ
る
が
、
親
本
段
階
で
か
な
り
乱
れ
が
あ
り
、
本
文
は
よ
く
な
い
。
「
国
語
学
大

系
」
で
は
「
水
戸
本
」
と
し
て
校
合
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
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大
系
」
本
は
焼
失
し
た
不
忍
文
庫
本
を
底
本
と
す
る
が
、
Ｍ
・
咽
と
同
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
は
咽
や
Ｍ
と
校
合
し
た
せ
い
で
あ
る
か
も
知

れ
な
い
が
、
原
態
通
り
な
の
で
あ
れ
ば
同
本
も
三
類
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

り
推
定
可
能
で
あ
る
。

三
類
本
は
次
の
よ
う
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
各
奥
書
は
彰
考
館
本
に
よ
り
示
す
。

Ｂ
～
妬
は
奥
書
を
同
じ
く
す
る
本
で
、
よ
く
似
た
構
成
・
内
容
を
持
っ
て
お
り
、
咽
が
後
半
を
切
除
さ
れ
る
前
の
形
態
は
Ｍ
・
喝
に
よ

ヘヘ

カオ
…

~］．

へへヘヘ

エウイア
……

「
一
書
仏

弘
安
奥
書

端
作
り
「
下
官
集
一
巻
」

「
を
／
お
」
の
書
き
分
け
、

「
一
書
始
草
子
事
」
以
一

此
草
子
霊
山
法
印
御
房
筆
也
見

或
人
之
以
下
付
符
之
一
事
無
之
書
歌
多

様
有
之
被
書
送
人
之
時
自
然

有
広
略
之
不
同
歎
価
今
左
移
之

其
時
弘
安
七
年
七
月
九
日

《
〆
．
◆信

昌
記
之

書
歌
事
」
以
下
和
歌
懐
紙
の
書
様
に
つ
い
て
の
短
い
記
述
（
半
丁
程
で
中
絶
）

書
始
草
子
事
」
以
下
、
第
二
の
下
官
集
（
下
官
集
乙
と
す
る
）

け
、
「
ひ
」
を
書
く
べ
き
語
の
雑
然
と
し
た
書
き
付
け

以
下
、
第
一
の
下
官
集
（
下
官
集
甲
と
す
る
）
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下官集の諸本（浅田）

右
の
よ
う
な
見
通
し
に
く
い
構
成
で
あ
る
が
、
お
お
む
ね
下
官
集
甲
・
下
官
集
乙
・
古
今
集
抜
書
の
三
つ
の
要
素
か
ら
な
る
と
考
え
ら

れ
る
。
彰
考
館
本
は
右
の
（
力
）
の
部
分
が
そ
の
ま
ま
切
り
取
ら
れ
て
お
り
、
切
除
し
た
箇
所
に
「
以
下
六
葉
異
本
」
と
注
す
る
。
下
官

集
乙
部
分
は
同
じ
写
本
の
中
で
重
複
す
る
の
で
カ
ッ
ト
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
乙
の
末
尾
「
表
紙
裏
書
」
部
分
（
キ
）
だ
け
が
残
っ

て
い
る
の
は
、
甲
が
こ
の
部
分
を
持
た
な
い
系
統
だ
か
ら
で
あ
る
。

ま
ず
（
ウ
）
下
官
集
甲
と
（
力
・
キ
）
下
官
集
乙
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
る
必
要
が
あ
る
。
下
官
集
甲
は
通
常
の
下
官
集
と
は
大
き
く

異
な
り
、
仮
名
遣
い
の
用
例
が
大
幅
に
増
補
さ
れ
た
形
態
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
早
く
吉
沢
義
則
「
定
家
の
仮
名
遣
」
か
ら
指
摘
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
定
家
で
は
な
く
後
人
に
よ
る
増
補
で
あ
る
。
本
来
仮
名
遣
に
つ
い
て
述
べ
た
「
嫌
文
字
事
」
は
「
を
・
お
・
え
．
へ
．

（
．
）
元
徳
奥
書

（
キ
）
（
下
官
集
乙

（
ク
）
「
す
な
ほ
症

（
ヶ
）
文
永
奥
書

（
下
官
集
乙
の
末
尾
）

「
す
な
ほ
に
し
て

文
永
三
年
四
月
下
旬
新
大
納
言
以
御
自

筆
本
書
写
之
同
点
了
努
々
不

所
他
見一

交
了

元
徳
元
年
十
月
上
旬
之
比
於
京
都

三
条
殿
御
所
写
了 「

表
紙
裏
書
云
」
部
分

そ
へ
う
た
か
そ
へ
う
た
」
以
下
、
定
家
本
古
今
集
の
差
声
句
及
び
合
点
句
の
抜
書
集
成

＊
他
本
「
珍
範
」
と
署
名
あ
り
。

＊
所
…
他
本
「
可
」

＊
「
国
語
学
大
系
」
本
、
「
新
大
納
言
」
に
「
為
氏
」
と
傍
注
。
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ち
な
み
に
甲
が
増
補
を
被
っ
た
の
は
、
甲
と
乙
と
が
合
写
さ
れ
る
よ
り
以
前
の
こ
と
で
あ
る
。
も
し
合
写
時
点
で
甲
が
ま
だ
原
態
的
な

状
態
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
甲
と
乙
と
は
ほ
と
ん
ど
同
一
の
形
態
な
の
で
、
乙
は
異
本
と
し
て
付
加
す
る
の
で
は
な
く
、
甲
に
校
合
す
る
程

度
で
済
ん
だ
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
一
方
、
甲
に
増
補
さ
れ
た
例
語
に
は
「
お
つ
る
」
「
お
ふ
る
」
「
そ
ふ
る
」
「
か
ぞ
ふ
る
」
「
な
が
ら
ふ

る
」
な
ど
、
用
例
と
し
て
は
終
止
形
で
問
題
な
い
と
こ
ろ
に
二
段
動
詞
の
連
体
形
が
頻
出
し
、
終
止
形
が
見
え
な
い
。
こ
れ
は
連
体
形
が

終
止
形
の
代
り
に
用
い
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
雅
文
を
書
く
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
こ
の
よ
う
な
形
が
専
用
さ

れ
て
い
る
の
は
、
時
代
が
や
や
下
る
こ
と
を
思
わ
せ
、
甲
に
弘
安
奥
書
が
付
せ
ら
れ
た
時
点
（
鎌
倉
中
期
）
で
は
ま
だ
増
補
を
経
な
い
通

常
の
形
態
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
感
ず
る
。
そ
の
他
、
「
を
」
で
始
ま
る
語
言
起
）
と
「
お
」
で
始
ま
る
語
（
低
起
）
の
ア
ク
セ
ン

ト
の
変
遷
を
検
討
し
て
も
増
補
の
時
期
は
知
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
素
人
の
眼
か
ら
は
い
く
つ
か
不
審
な
語
が
含
ま
れ
て
い
る
よ
う

に
見
え
、
そ
の
ま
ま
増
補
時
期
の
検
討
に
は
至
り
得
な
か
っ
た
。
専
門
家
の
教
示
を
得
た
い
。

以
上
を
踏
ま
え
て
奥
書
の
読
解
に
入
り
た
い
。
ま
ず
弘
安
奥
書
で
あ
る
が
、
こ
の
読
解
は
か
な
り
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
弘
安

七
年
（
剛
）
と
い
う
早
い
時
点
で
の
下
官
集
の
姿
を
伝
え
る
貴
重
な
資
料
だ
か
ら
で
あ
る
。
改
め
て
奥
書
を
掲
げ
る
。

ａ
、
此
草
子
、
霊
山
法
印
御
房
筆
也
。

ゑ
・
ひ
・
ゐ
・
い
」
の
八
文
字
が
掲
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
下
官
集
甲
で
は
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
「
今
入
」
と
注
記
し
て
各
項
末
に
か

な
り
例
語
を
増
補
す
る
し
、
ま
た
元
の
八
文
字
の
後
に
「
ほ
・
ふ
」
及
び
同
一
語
に
お
け
る
音
の
交
替
例
（
「
神
な
ぴ
」
／
「
神
な
み
」
、
「
い

づ
く
」
／
「
い
づ
こ
」
等
）
を
加
え
て
い
る
。
こ
の
増
補
は
い
わ
ゆ
る
行
阿
仮
名
遣
に
お
け
る
増
補
例
と
は
一
致
せ
ず
、
別
個
に
行
わ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
増
補
を
除
け
ば
、
「
表
紙
裏
書
」
を
欠
く
以
外
は
通
常
の
も
の
と
同
じ
内
容
で
あ
る
（
た
だ
し
本
文
は
よ
く
な
い
）
。

一
方
下
官
集
乙
は
「
表
紙
裏
書
」
を
末
尾
に
持
つ
。
あ
ま
り
正
確
な
書
写
で
は
な
い
が
、
一
類
本
の
一
般
的
な
本
文
を
大
き
く
逸
脱
す

一
方
下
官
集
乙
は

る
も
の
で
は
な
い
。
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下官集の諸本（浅田）

素
寂
や
玄
覚
な
ど
反
御
子
左
派
の
書
写
活
動
の
中
で
、
定
円
本
は
い
く
つ
も
書
写
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
福
田
秀
一
氏
「
中
世
和
歌

史
の
研
究
」
所
収
の
「
鎌
倉
中
期
の
反
御
子
左
派
」
に
掲
げ
ら
れ
た
資
料
を
参
考
に
す
る
と
、
友
則
集
（
素
寂
が
文
永
十
一
年
肌
に
書

写
）
・
順
集
（
同
上
）
・
業
平
集
（
素
寂
が
文
永
十
二
年
に
書
写
）
・
能
因
集
（
玄
覚
が
弘
安
八
年
肌
に
書
写
）
な
ど
が
知
ら
れ
る
。
下
官
集
を

写
し
た
「
信
昌
」
（
信
の
字
は
字
形
不
分
明
）
も
彼
等
と
近
い
人
物
で
は
な
か
っ
た
か
。

弘
安
奥
書
で
重
要
な
の
は
、
む
し
ろ
ｂ
部
分
で
あ
る
。
ｂ
は
こ
の
ま
ま
で
は
意
味
が
通
ら
な
い
。
始
め
の
「
見
或
人
之
以
下
」
は
、

「
見
或
人
之
本
」
の
誤
写
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
元
の
ま
ま
だ
と
「
見
或
人
」
と
い
う
よ
う
な
記
述
が
下
官
集
の
中
に
な
け
れ
ば
お
か
し

い
が
、
そ
れ
ら
し
い
箇
所
は
見
当
た
ら
な
い
。
「
或
人
の
本
を
見
た
と
こ
ろ
、
「
草
子
付
色
々
符
事
」
の
一
条
（
Ⅱ
「
付
符
之
一
事
」
）
は
存

在
し
な
か
っ
た
。
そ
の
代
り
和
歌
の
書
様
が
多
く
記
さ
れ
て
い
た
。
定
家
卿
が
人
々
に
こ
の
作
品
を
与
え
る
に
当
た
っ
て
、
自
然
と
広

本
・
略
本
の
別
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
よ
っ
て
今
左
に
そ
の
部
分
を
写
す
（
「
移
」
は
「
写
」
と
同
意
と
見
る
）
の
で
あ
る
」
と
解
す
る

考
え
て
ま
ず
誤
る
ま
い
。

ｂ
、
見
或
人
之
凶
祠
、
付
符
之
一
事
無
之
。
書
歌
多
様
有
之
。
被
害
送
人
之
時
、
自
然
有
広
略
之
不
同
歎
。
側
今
左
移
之
。

（
ｆ
力
）

Ｃ
、
其
時
弘
安
七
年
七
月
九
日
信
昌
記
之
。

ａ
は
親
本
が
霊
山
法
印
の
筆
で
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
が
真
観
息
の
定
円
法
印
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
る
ま
い
（
百
語
学

大
系
」
も
そ
う
解
釈
し
て
い
る
）
。
一
類
本
の
４
九
条
家
本
に
合
写
さ
れ
た
仮
名
本
詠
歌
大
概
の
奥
書
に
も
真
観
（
光
俊
）
と
共
に
登
場
し
て

い
た
が
、
他
に
も
例
え
ば
や
は
り
真
観
弟
の
明
教
法
師
（
光
氏
）
の
所
持
本
を
文
永
九
年
に
写
し
た
伊
勢
物
語
（
順
覚
本
の
名
で
知
ら
れ
る
。

山
田
清
市
氏
「
伊
勢
物
語
の
成
立
と
伝
本
の
研
究
」
昭
卿
、
桜
楓
社
、
茄
頁
参
照
）
が
あ
る
。
こ
の
下
官
集
も
真
観
あ
た
り
の
所
持
本
の
写
し
と

こ
と
が
で
き
よ
う
。

つ
ま
り
弘
安
奥
書
は
、
定
円
本
に
よ
る
写
本
に
別
の
「
広
本
」
（
或
人
之
本
）
を
校
合
し
た
と
い
う
奥
書
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
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「
広
本
」
は
、
下
官
集
末
尾
の
「
草
子
付
色
々
符
事
」
の
一
条
を
欠
き
、
そ
の
後
に
和
歌
書
様
を
多
く
列
挙
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

す
る
と
、
甲
乙
二
つ
の
下
官
集
を
合
写
す
る
三
類
本
に
お
い
て
、
弘
安
奥
書
の
後
に
写
さ
れ
た
下
官
集
乙
が
「
或
人
之
本
」
に
当
た
る

の
だ
ろ
う
か
。
現
在
の
状
態
か
ら
は
い
か
に
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
そ
れ
は
正
し
く
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
下
官
集
乙
に
は

「
草
子
付
色
々
符
事
」
の
条
が
ち
ゃ
ん
と
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
弘
安
時
点
で
は
、
ま
だ
下
官
集
乙
は
合
写
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
。

一
方
、
「
広
本
」
の
特
徴
で
あ
る
和
歌
書
様
の
付
載
と
い
う
点
か
ら
は
、
た
だ
ち
に
下
官
集
二
類
本
が
想
起
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
二
類
本

で
は
下
官
集
の
後
に
定
家
の
和
歌
書
様
が
合
写
さ
れ
て
お
り
、
一
首
懐
紙
か
ら
六
～
七
首
の
懐
紙
ま
で
の
行
数
配
分
例
、
題
目
・
位
署
の

書
き
方
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
が
ま
さ
に
「
広
本
」
の
正
体
で
あ
る
こ
と
は
、
弘
安
奥
書
直
後
に
写
さ
れ
た
（
オ
）
、
「
一
書

寄
事
」
と
始
ま
る
半
丁
ほ
ど
の
部
分
と
二
類
本
に
合
写
さ
れ
た
和
歌
書
様
と
を
比
較
す
る
こ
と
で
明
ら
か
に
な
る
。
ま
ず
彰
考
館
本
に
よ

っ
て
（
オ
）
部
分
を
掲
げ
よ
う
。

書
二
首
之
時
無
定
様
今
案
也

字
日
野
可
披
講
新
之
書
一
首
之
時
三
行

一
書
寄
事

は
る
へ
と
さ
く
や

な
に
は
つ
に
さ
く
や
こ
の

は
な
ふ
ゆ
こ
も
り
い
ま
は

（
マ
マ
）

の
は
な
師
説
如
此
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下官集の諸本（浅田）

次
に
二
類
本
言
松
宮
本
愚
僻
抄
）
の
和
歌
書
様
冒
頭
を
掲
げ
る
。

七五五 詠
遠
尋
山
花
和
野

な
に
は
つ
に
さ
く
や
こ
の
十

はは

はな
るふ

へゆ
とこ

さ も
ぐり
やい

ま
ー

ー

九 九

詠
遠
尋
山
花
和
寄

の
は
な

一
書
歌
事
自
寄
可
披
講

書
一
首
之
時
三
行
三
字

寄
河
恋

書
二
首
之
時
無
定
様
是
今
案
也

七 七

本
定

自
寄
可
披
講
新
也

官
名
（
コ
ノ
後
下
官
集
乙
）

官
名
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両
者
酷
似
し
て
い
る
こ
と
が
明
瞭
で
あ
る
。
定
家
の
和
歌
書
様
は
い
ろ
い
ろ
な
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
が
あ
る
が
、
二
類
本
合
写
本
と
同
じ
始

ま
り
方
を
す
る
も
の
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
現
存
の
二
類
本
は
弘
安
奥
書
の
言
う
「
或
人
之
本
」
と
は
違
っ
て
「
草
子
付
色
々
符
事
」
の

条
は
ち
ゃ
ん
と
存
在
す
る
が
、
何
か
の
事
情
で
こ
こ
を
脱
し
た
本
が
信
昌
の
披
見
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
奥
書

が
「
価
今
左
移
之
」
と
言
っ
て
い
た
の
は
、
二
類
本
に
の
み
あ
る
和
歌
書
様
の
部
分
を
左
に
転
載
す
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
現
在
の
三
類
本
で
は
半
丁
ほ
ど
で
不
意
に
こ
の
転
載
は
終
わ
っ
て
し
ま
う
。
二
首
懐
紙
の
書
式
例
の
途
中
で
切
れ
て
し
ま
う

の
は
不
自
然
で
、
物
理
的
理
由
に
よ
る
欠
損
を
想
定
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
（
彰
考
館
本
が
こ
こ
で
改
丁
に
な
っ
て
い
る
の
は
何
か
意
味
が
あ
る
の

か
も
し
れ
な
い
）
・
本
来
は
和
歌
書
様
の
全
体
が
写
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
現
在
で
は
そ
の
後
に
下
官
集
乙
が
合
写
さ
れ
て
い
る
が
、

和
歌
書
様
の
末
尾
欠
損
が
生
じ
た
後
に
付
加
さ
れ
た
の
か
ど
う
か
は
確
言
で
き
な
い
。

こ
の
よ
う
に
下
官
集
甲
の
形
成
を
考
え
て
よ
い
な
ら
ば
、
同
時
に
二
類
本
も
弘
安
七
年
に
は
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
す
で
に

「
草
子
付
色
々
符
事
」
の
脱
落
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
見
れ
ば
、
下
官
集
に
和
歌
書
様
を
組
み
合
わ
せ
た
祖
本
の
成
立
は
こ
の
年
よ
り
あ

る
程
度
遡
っ
た
時
点
で
あ
っ
た
と
見
な
く
て
は
な
る
ま
い
。
ま
た
、
信
昌
は
「
或
人
之
本
」
に
つ
い
て
、
「
書
寄
多
様
有
之
」
と
は
言
う

が
、
歌
会
の
次
第
が
あ
る
と
は
記
し
て
い
な
い
。
現
在
の
二
類
本
で
は
袋
草
紙
の
抄
出
に
よ
る
和
歌
会
次
第
が
あ
り
、
そ
れ
が
全
丁
の
半

分
に
達
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
信
昌
の
見
た
本
が
同
じ
形
態
な
ら
ば
、
歌
会
の
次
第
に
触
れ
な
い
の
は
不
自
然
で
あ
る
と
思
う
。
従
っ
て
、

弘
安
七
年
時
点
で
は
二
類
本
に
は
袋
草
紙
抄
出
を
含
ま
な
い
形
態
の
も
の
が
存
在
し
た
と
推
定
し
た
い
。
恐
ら
く
二
類
本
は
そ
れ
が
原
態

七五五

七 七

此
説
宜
（
以
下
略
）
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下官集の諸本（浅田）

次
に
三
類
本
の
後
半
、
下
官
集
乙
と
古
今
集
抜
書
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。
下
官
集
乙
は
奥
書
に
よ
り
「
文
永
本
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も

あ
り
、
下
官
集
甲
（
「
弘
安
本
」
）
が
甚
だ
し
い
増
補
を
こ
う
む
っ
て
い
る
た
め
、
国
語
学
者
た
ち
に
よ
っ
て
下
官
集
の
テ
ク
ス
ト
と
し
て

よ
く
使
用
さ
れ
る
。
確
か
に
増
補
は
な
い
が
、
さ
ほ
ど
よ
い
書
写
と
は
思
わ
れ
な
い
。

奥
書
は
下
官
集
自
体
に
は
な
く
、
続
け
て
写
さ
れ
る
古
今
集
の
差
声
句
・
合
点
句
抜
書
の
末
尾
に
あ
る
。
従
っ
て
、
文
永
三
年
四
月
の

某
に
よ
る
奥
書
が
本
当
に
下
官
集
に
掛
か
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
は
自
明
で
は
な
い
。
特
に
、
古
今
集
抜
書
は
冒
頭
を
脱
し
て
い
る
よ
う

で
あ
る
（
春
上
以
下
は
ま
ず
巻
名
を
標
示
し
て
い
る
の
に
、
仮
名
序
の
始
め
に
は
何
も
な
く
、
い
き
な
り
始
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
仮
名
序
冒
頭
の
差
声

句
「
や
ま
と
う
た
」
・
「
し
た
て
る
ひ
め
」
も
欠
け
て
い
る
）
。
下
官
集
乙
と
古
今
集
抜
書
と
の
続
き
具
合
に
は
不
審
が
あ
り
、
巻
末
奥
書
を
そ

の
ま
ま
掛
け
て
下
官
集
乙
を
「
文
永
本
」
と
呼
ぶ
の
は
問
題
が
あ
る
。

改
め
て
文
永
奥
書
を
掲
げ
る
と
「
文
永
三
年
四
月
下
旬
、
新
大
納
言
以
御
自
筆
本
書
写
之
、
同
点
了
、
努
々
不
可
他
見
」
で
あ
る
が
、

「
同
点
了
」
と
あ
る
の
に
注
意
し
た
い
。
下
官
集
は
確
か
に
漢
文
で
は
あ
る
し
、
写
本
に
よ
っ
て
は
訓
点
が
付
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
し

か
し
わ
ざ
わ
ざ
「
点
了
」
と
特
記
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
は
古
今
集
か
ら
抜
き
出
さ
れ
た
差
声
句
・
合
点
句
（
定
家
本
古
今

集
に
し
ば
し
ば
声
点
や
合
点
が
朱
で
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
、
そ
の
対
象
と
な
る
句
）
に
声
点
や
合
点
を
原
本
通
り
忠
実
に
転
記
し
た
と
い
う
意
味

と
見
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
奥
書
は
古
今
集
抜
書
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
の
で
あ
り
、
「
新
大
納
言
」
の
「
御
自
筆
本
」
と

（
４
）

は
古
今
集
そ
の
も
の
の
写
本
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
思
う
。
下
官
集
に
掛
か
る
奥
書
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

も
う
一
つ
、
「
新
大
納
言
」
と
は
誰
で
あ
ろ
う
か
。
「
国
語
学
大
系
』
本
で
は
こ
こ
に
「
為
氏
」
と
傍
記
が
あ
る
。
な
る
ほ
ど
為
氏
な
ら

ば
由
緒
正
し
い
声
点
本
を
持
っ
て
い
る
だ
ろ
う
し
、
弟
子
に
点
本
を
貸
し
与
え
て
声
点
を
写
し
と
ら
せ
る
伝
授
を
行
っ
て
い
た
こ
と
も
田

で
、
袋
草
紙
抄
出
が
加
え
ら
れ
た
の
は
時
代
が
下
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
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三
類
本
に
よ
る
注
解
と
し
て
、
「
国
語
国
文
学
研
究
史
大
成
咽
国
語
学
」
が
あ
る
。
同
書
は
「
下
官
抄
（
文
永
本
こ
と
し
て
「
語
学

叢
書
」
本
に
よ
る
本
文
と
詳
し
い
頭
注
を
掲
載
し
て
い
る
。
現
在
唯
一
の
下
官
集
の
注
釈
と
し
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
が
、
底
本
が
三
類

本
で
あ
っ
た
の
は
や
は
り
残
念
で
あ
る
。
特
に
、
弘
安
奥
書
を
以
て
三
類
本
の
前
半
部
（
「
弘
安
本
」
）
の
終
り
と
考
え
た
た
め
に
、
下
官

集
甲
に
校
合
追
補
さ
れ
た
和
歌
書
様
の
断
片
か
ら
「
文
永
本
」
が
始
ま
る
と
処
理
し
て
し
ま
っ
た
の
は
問
題
で
あ
ろ
う
。
下
官
集
乙
を
抜

き
出
す
の
な
ら
ば
こ
こ
は
除
く
べ
き
で
あ
っ
た
ろ
う
。
注
釈
に
も
や
や
疑
問
が
あ
り
、
一
部
は
す
で
に
国
語
学
の
研
究
の
積
み
上
げ
に
よ

っ
て
訂
正
さ
れ
て
い
る
が
、
な
お
訂
正
の
余
地
は
あ
る
と
思
う
。
し
か
し
こ
れ
も
別
稿
に
譲
り
た
い
。

（
５
）

村
緑
氏
注
（
４
）
所
掲
稿
に
指
摘
が
あ
る
。
し
か
し
為
氏
が
権
大
納
言
に
な
る
の
は
翌
文
永
四
年
の
二
月
二
十
三
日
で
あ
っ
て
、
官
職
表

記
が
合
わ
な
い
（
こ
の
こ
と
は
井
上
宗
雄
氏
串
世
歌
壇
史
の
研
究
南
北
朝
塑
糊
頁
に
指
摘
あ
り
）
。
は
や
く
吉
沢
義
則
は
「
文
永
二
年
十
月

五
日
に
権
大
納
言
か
ら
遷
つ
た
源
通
成
の
こ
と
で
あ
ら
う
」
と
述
べ
て
お
り
、
奥
書
を
信
ず
る
な
ら
ば
そ
れ
が
最
も
蓋
然
性
が
高
い
。

全
体
の
末
尾
に
あ
る
元
徳
奥
書
に
つ
い
て
は
特
に
考
え
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
こ
れ
が
三
類
本
全
体
に
掛
か
る
の
か
、
あ
る
い
は
や
は
り

古
今
集
抜
書
の
み
に
掛
か
る
の
か
は
決
定
で
き
な
い
。
「
珍
範
」
も
未
詳
で
あ
る
。

本
稿
で
は
と
り
あ
え
ず
書
誌
情
報
の
整
理
に
力
を
注
い
だ
が
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
知
見
を
列
挙
し
て
お
こ
う
。

１
、
現
存
諸
本
の
ほ
と
ん
ど
は
１
定
家
模
刻
本
の
原
本
か
ら
発
し
た
も
の
と
解
釈
し
て
問
題
が
な
い
。
同
一
版
本
の
写
し
で
あ
る
２
京

大
模
本
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
他
本
も
誤
脱
や
後
人
増
補
・
改
編
と
思
わ
れ
る
も
の
を
除
け
ば
一
類
・
三
類
諸
本
み
な
同
一
内
容

八
、
ま
と
め
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で
、
あ
え
て
定
家
時
点
に
遡
る
別
類
を
立
て
る
意
味
は
な
い
。
「
表
紙
裏
書
」
や
「
如
狭
衣
物
語
．
：
」
「
近
代
之
人
．
：
」
頭
注
の
よ
う

に
定
家
が
後
か
ら
模
刻
本
原
本
に
書
き
入
れ
た
注
記
が
３
天
理
本
・
４
九
条
家
本
・
６
彰
考
館
本
玉
屑
抄
・
７
黒
川
本
玉
屑
抄
・
８

吉
沢
本
・
９
平
松
本
・
町
高
松
宮
本
、
及
び
三
類
諸
本
の
う
ち
後
半
の
方
の
下
官
集
（
本
稿
で
下
官
集
乙
と
呼
ん
だ
方
）
に
受
け
継
が

れ
て
い
る
こ
と
も
そ
の
傍
証
と
な
ろ
う
。

２
、
し
か
し
、
二
類
本
は
別
の
由
来
を
持
つ
可
能
性
が
あ
る
。
定
家
の
手
に
な
る
別
稿
と
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
ち
ら
の
方
が
初
期
的
な

ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
で
は
な
い
か
と
一
応
想
定
さ
れ
る
。
定
家
が
下
官
集
を
二
度
書
い
て
い
る
と
す
れ
ば
、
定
家
に
と
っ
て
下
官
集
は
漫

然
と
し
た
メ
モ
で
は
な
く
、
一
ま
と
ま
り
の
「
作
品
」
と
意
識
さ
れ
て
い
た
と
認
め
て
よ
い
。

３
、
定
家
自
身
が
こ
れ
を
伝
書
と
し
て
他
者
に
授
け
た
も
の
と
想
定
し
て
よ
い
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
定
家
か
ら
直
接
伝
授
さ
れ
た
旨
の

奥
書
を
持
つ
本
は
な
い
。
本
論
で
は
触
れ
な
か
っ
た
が
、
橋
本
進
吉
著
作
集
「
国
語
学
史
・
国
語
特
質
論
」
に
は
「
嘉
禎
四
年
（
定

家
七
十
七
歳
の
時
）
或
人
が
、
定
家
の
自
筆
本
で
写
し
た
と
い
ふ
奥
書
の
あ
る
本
」
に
言
及
す
る
同
書
万
頁
参
照
）
。
こ
れ
だ
け
の
記

述
で
あ
る
し
、
確
認
の
術
も
な
い
（
他
の
伝
書
と
合
写
さ
れ
る
場
合
の
多
い
作
品
な
の
で
、
本
当
に
下
官
集
に
付
属
す
る
奥
書
で
あ
る
の
か
ど

う
か
不
安
が
残
る
）
が
、
も
し
確
か
な
事
で
あ
れ
ば
恐
ら
く
定
家
本
人
に
よ
る
伝
授
で
あ
っ
た
ろ
う
。

４
、
一
方
、
為
家
は
こ
れ
を
積
極
的
に
伝
授
に
用
い
た
形
跡
が
あ
る
。
伝
本
６
．
７
の
和
歌
玉
屑
抄
系
の
本
及
び
中
村
元
氏
紹
介
の
聖

護
院
本
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
為
家
は
実
兼
か
と
思
わ
れ
る
人
物
に
こ
れ
を
授
け
、
さ
ら
に
仮
名
遣
に
関
す
る
口
伝
を
加
え
て
い
る
。

ま
た
、
三
類
本
前
半
の
下
官
集
（
下
官
集
甲
）
は
定
円
筆
本
の
写
し
を
元
に
す
る
が
、
当
時
の
状
況
か
ら
見
て
そ
れ
は
真
観
本
の
転

写
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
真
観
本
下
官
集
の
出
所
は
為
家
と
想
定
す
る
の
が
師
弟
関
係
か
ら
見
て
合
理
的
で
あ
ろ

う
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
為
家
は
真
観
と
不
和
に
な
る
以
前
の
壮
年
期
か
ら
、
文
永
八
年
と
い
う
最
晩
年
の
実
兼
（
？
）
へ
の
伝

授
に
至
る
ま
で
、
こ
の
伝
書
を
重
視
し
て
門
弟
に
与
え
て
い
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
の
で
あ
る
。
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５
、
為
家
は
建
治
元
年
に
没
す
る
が
、
定
家
模
刻
本
原
本
は
二
条
家
に
保
管
さ
れ
、
為
衡
の
時
点
ま
で
相
伝
さ
れ
た
と
一
応
判
断
さ
れ

る
。
た
だ
し
、
こ
の
本
か
ら
転
写
し
た
と
称
す
る
奥
書
は
前
述
の
文
永
八
年
の
も
の
（
伝
本
６
．
７
）
に
と
ど
ま
り
、
為
氏
以
後
に

重
要
な
伝
書
と
し
て
活
用
さ
れ
た
形
跡
は
知
ら
れ
な
い
。
三
類
本
後
半
の
下
官
集
（
下
官
集
乙
）
は
従
来
文
永
本
と
呼
ば
れ
、
そ
の

奥
書
は
為
氏
が
下
官
集
を
他
者
に
授
け
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
は
た
だ
ち
に
従
え
な

い
点
が
あ
り
、
こ
の
奥
書
の
由
来
に
つ
い
て
は
再
考
す
べ
き
で
あ
る
。

６
、
一
方
為
相
は
関
東
に
お
い
て
二
類
本
下
官
集
（
和
歌
書
様
・
袋
草
紙
抄
出
を
含
め
）
を
頻
り
に
書
き
与
え
た
と
想
像
さ
れ
る
。
和
歌

書
様
と
合
写
さ
れ
た
形
態
の
本
は
恐
ら
く
為
相
が
関
与
す
る
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
が
、
そ
の
形
態
に
ま
と
め
た
人
物
が
誰
で
あ

る
か
は
分
か
ら
な
い
。
基
に
な
っ
た
下
官
集
は
為
家
の
使
用
し
て
い
た
定
家
模
刻
本
原
本
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
少
な
く
と
も

為
家
が
証
本
と
し
て
認
知
し
て
い
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
定
家
本
人
の
別
稿
を
伝
え
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
の
は

前
述
の
通
り
で
あ
る
。
為
相
は
袋
草
紙
抄
出
（
定
家
に
よ
る
抄
出
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
）
を
も
一
具
の
も
の
と
誤
認
し
た
ら
し
い
。

こ
の
辺
り
は
為
相
所
持
の
和
歌
書
様
・
和
歌
会
次
第
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
と
関
わ
ら
せ
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

為
満
が
３
天
理
本
の
基
に
な
っ
た
伝
為
家
本
の
よ
う
な
原
形
を
離
れ
た
写
本
し
か
持
っ
て
い
な
か
っ
た
の
も
、
冷
泉
家
に
定
家
模

刻
本
原
本
が
入
ら
な
か
っ
た
こ
と
の
傍
証
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

ち
な
み
に
、
３
モ

リ
、
不
審
が
あ
る
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
伝
本
の
本
文
か
ら
考
え
て
、
為
家
が
伝
授
に
使
用
し
た
の
は
定
家
模
刻
本
原
本
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
と
推
定
で

き
る
。
同
本
を
為
家
が
所
持
し
て
い
た
の
な
ら
ば
、
当
然
同
本
は
定
家
が
為
家
へ
伝
授
す
る
た
め
に
染
筆
し
た
本
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
よ
う
。
そ
れ
は
つ
ま
り
家
の
証
本
の
意
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

ち
な
み
に
、
３
天
理
本
は
為
家
筆
本
の
写
し
で
あ
る
と
い
う
が
、
定
家
模
刻
本
原
本
か
ら
は
か
な
り
改
変
さ
れ
た
姿
を
示
し
て
お
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た
だ
し
、
こ
れ
は
近
代
秀
歌
や
仮
名
本
詠
歌
大
概
の
よ
う
な
他
の
伝
書
と
セ
ッ
ト
に
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
下
官
集
が
単
独

で
伝
授
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
一
応
留
意
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

８
、
三
類
本
前
半
の
下
官
集
（
下
官
集
甲
）
は
恐
ら
く
室
町
期
以
後
に
大
幅
な
仮
名
遣
用
例
の
増
補
を
被
っ
た
。
本
論
で
は
触
れ
て
い

な
い
が
、
仮
名
遣
用
例
部
分
の
み
を
切
り
出
し
て
や
は
り
増
補
し
た
「
人
丸
秘
抄
」
（
文
明
十
年
Ⅲ
二
月
八
日
の
甘
露
寺
親
長
奥
書
が
あ

る
。
国
語
学
大
系
」
所
収
）
、
行
阿
仮
名
遣
、
定
家
卿
仮
名
遣
な
ど
の
仮
名
遣
書
が
南
北
朝
頃
か
ら
盛
ん
に
作
ら
れ
て
お
り
、
定
家
の

書
い
た
形
を
守
る
享
受
と
は
別
の
あ
り
方
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
こ
れ
ら
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
的
伝
書
の
成
立
に
は
、
歌
道
家
は

特
に
関
わ
っ
て
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

仮
名
遣
用
例
以
外
の
部
分
が
単
独
で
享
受
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
例
は
今
の
と
こ
ろ
管
見
に
入
ら
な
い
。

９
、
室
町
後
期
頃
の
奥
書
と
し
て
は
、
明
応
二
年
（
剛
）
大
法
師
某
・
永
正
十
六
年
（
Ⅲ
）
某
（
以
上
伝
本
５
）
・
天
正
十
八
年
（
剛
）

中
院
通
勝
（
伝
本
６
．
７
）
・
享
禄
元
年
（
剛
）
実
隆
・
慶
長
八
年
（
Ⅲ
）
信
尹
（
以
上
伝
本
１
．
２
）
を
挙
げ
得
る
が
、
伝
書
と
し

て
授
け
ら
れ
た
旨
の
記
述
は
な
い
。
了
俊
・
正
徹
以
後
は
下
官
集
は
伝
書
と
し
て
の
機
能
を
失
い
、
一
般
的
な
古
文
献
と
し
て
写
し

伝
え
ら
れ
て
い
く
に
止
ま
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

７
、
今
川
了
俊
は
当
初
所
持
し
て
い
た
下
官
集
悪
ら
く
為
秀
か
ら
授
け
ら
れ
た
も
の
か
）
を
九
州
探
題
と
し
て
下
向
し
た
時
期
に
紛
失
、

代
り
に
求
め
得
た
本
（
一
類
本
の
末
流
的
な
本
）
を
応
永
十
二
年
（
Ⅷ
）
の
正
徹
へ
の
伝
授
に
用
い
た
。
翌
年
成
立
の
言
塵
集
で
も
同

じ
下
官
集
に
よ
っ
て
「
和
字
文
字
仕
の
事
」
部
分
を
執
筆
し
た
。
さ
ら
に
正
徹
は
こ
れ
を
金
春
禅
竹
に
伝
授
す
る
な
ど
、
こ
の
系
統

の
下
官
集
は
そ
れ
な
り
に
権
威
化
さ
れ
た
享
受
を
経
る
こ
と
に
な
っ
た
。
正
徹
筆
本
も
予
楽
院
が
元
禄
三
年
に
臨
写
す
る
ま
で
は
伝

わ
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
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注
（
１
）
こ
の
奥
書
を
真
観
・
定
円
分
担
書
写
本
の
意
と
解
さ
れ
た
の
は
前
掲
川
平
氏
「
真
名
本
か
ら
仮
名
本
へ
」
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
一
案
と
し
て
提
示

さ
れ
た
も
の
だ
が
、
恐
ら
く
そ
れ
が
正
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
（
久
保
田
氏
は
定
円
は
奥
書
の
み
を
加
え
た
も
の
と
理
解
し
て
お
ら
れ
る
）
・

川
平
氏
は
さ
ら
に
別
案
と
し
て
、
「
端
」
Ⅱ
仮
名
本
詠
歌
大
概
、
「
奥
」
Ⅱ
下
官
集
と
振
り
分
け
る
案
も
示
し
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
奥
書
を
境
と
し
て

前
後
の
筆
者
が
異
な
る
と
い
う
意
味
だ
と
読
む
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
三
類
本
前
半
の
下
官
集
の
奥
書
に
よ
り
、
定
円
筆
本
下
官
集
の
存
在
が
知

ら
れ
る
こ
と
も
関
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
俄
か
に
従
え
な
い
。
九
条
家
本
で
は
こ
の
奥
書
の
後
、
第
二
紙
を
お
伽
ほ
ど
も
空
白
に
し
た
上
で
第

三
紙
か
ら
改
め
て
下
官
集
を
書
写
し
て
お
り
、
こ
の
奥
書
が
下
官
集
に
も
掛
か
る
と
見
る
の
に
は
抵
抗
を
覚
え
る
。

（
２
）
側
・
帆
・
柵
・
側
・
側
・
州
・
州
が
残
り
の
例
。

（
３
）
こ
の
系
統
の
奥
書
に
見
え
る
為
家
の
口
伝
に
つ
い
て
国
語
学
研
究
者
の
側
か
ら
発
言
し
た
論
述
を
知
ら
な
い
。
し
か
し
橋
本
進
吉
は
知
っ
て
い
た

は
ず
で
あ
る
こ
と
を
中
村
氏
が
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
（
ヨ
下
官
集
』
に
お
け
る
「
通
用
」
の
意
味
」
中
世
文
芸
論
稿
岨
、
昭
舩
・
２
、
補
記
１
参
照
）
。

橋
本
著
作
集
の
『
国
語
学
史
・
国
語
特
質
論
』
所
収
の
昭
和
三
年
度
の
講
義
案
の
中
に
文
永
奥
書
の
一
部
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ

し
そ
れ
は
為
家
の
口
伝
の
部
分
で
は
な
く
、
奥
書
の
下
段
部
分
の
み
で
あ
る
。

三
類
本
の
Ｂ
彰
考
館
蔵
「
会
席
作
法
」
所
収
本
に
は
全
体
に
詳
し
く
同
じ
彰
考
館
蔵
の
６
に
よ
る
校
合
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
文
永
奥
書
も
転
載

さ
れ
て
い
る
。
橋
本
は
後
に
「
国
語
学
大
系
」
に
底
本
と
し
て
使
用
さ
れ
る
下
官
集
本
文
メ
モ
に
Ｂ
を
校
合
本
と
し
て
取
り
込
ん
で
お
り
、
そ
の
過

程
で
こ
の
奥
書
を
知
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
４
）
こ
の
古
今
集
抜
書
部
分
に
つ
い
て
は
、
田
村
緑
氏
「
古
今
和
歌
集
貞
応
本
の
性
格
Ｉ
差
声
の
あ
る
句
を
中
心
に
ｌ
」
（
国
語
国
文
弱
ｌ
胆
、
昭
開
・

吃
）
・
秋
永
一
枝
氏
「
古
今
和
歌
集
声
点
本
の
研
究
研
究
編
下
」
（
棚
～
珊
頁
）
に
論
が
あ
り
、
こ
の
抜
書
が
依
拠
し
た
古
今
集
に
つ
い
て
検
討

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
室
町
記
に
差
声
句
を
増
補
し
た
よ
う
な
本
で
な
く
、
通
常
の
定
家
本
の
形
を
保
っ
て
い
る
こ
と
ま
で
は
確
認
で
き

そ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
転
写
の
過
程
で
声
点
の
意
味
を
理
解
し
な
い
書
写
者
が
介
在
し
て
お
り
、
確
認
し
得
た
三
類
本
諸
本
の
声
点
は
そ
の
機
能
を

失
っ
て
い
る
（
つ
ま
り
、
文
字
の
左
傍
の
不
明
確
な
位
置
に
差
さ
れ
て
い
て
、
無
意
味
な
傍
点
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
）
。
彰
考
館
本
は
ま
だ
そ

未
見
の
本
も
多
く
、
十
分
な
考
察
と
は
な
り
得
て
い
な
い
が
、
国
語
学
・
国
文
学
の
両
領
域
か
ら
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
に
堪
え
る
書
誌
記

述
を
目
指
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。
内
容
的
分
析
に
つ
い
て
は
す
べ
て
別
稿
に
譲
る
。
［
翻
刻
の
後
に
補
記
あ
り
］
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翻
刻
底
本
…
大
東
急
本
（
底
）
［
欠
落
は
京
大
模
本
（
京
）
で
補
う
］
校
合
本
…
九
条
家
本
（
九
）
・
黒
川
本
玉
屑
抄
（
黒
）

底
本
に
模
刻
に
際
し
て
付
さ
れ
た
細
字
注
は
「
」
に
入
れ
て
示
す
。
他
本
に
は
存
在
し
な
い
。
仮
名
遣
の
異
同
は
す
べ

て
採
る
が
、
同
じ
語
で
漢
字
か
仮
名
か
の
相
違
は
採
ら
な
い
。
但
し
、
こ
の
点
で
は
三
本
に
相
違
は
少
な
い
。

「
定
家
卿
模
本
斎
藤
蔵
」
（
題
篭
）

」
表
紙

「
三
覗
院
関
白
臨
定
家
卿
書
」
（
細
字
）

僻
案
瓢
岬
用
又
不
可
用

１
コ
ノ
ー
行
ナ
シ
（
九
）
①
紙
部
分
ス
ベ
テ
ナ
シ
（
黒
）

２

此
事
此
廿
余
年
以
来
之
人
２
①
紙
部
分
コ
レ
以
下
ハ
末
尾
二
「
袖
書
云
」
ト
シ
テ
記

殊
有
存
旨
歎
悉
被
書
改

ス
（
九
）

大
略
皆
書
え
と
書
て
へ
と
ゑ
と

被
棄
歎
と
見
ほ
と
に
ふ
ゑ

れ
ほ
ど
ひ
ど
く
は
な
い
が
、
新
宮
城
本
や
静
嘉
堂
本
で
は
単
な
る
傍
点
で
し
か
な
い
。
た
だ
し
「
国
語
学
大
系
』
本
で
は
か
な
り
声
点
ら
し
い
も
の

と
し
て
翻
刻
さ
れ
て
お
り
、
あ
る
い
は
そ
の
底
本
で
あ
っ
た
不
忍
文
庫
本
は
原
態
を
よ
く
留
め
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

「
語
学
叢
書
』
は
底
本
と
し
た
新
宮
城
本
の
声
点
が
利
用
に
堪
え
な
い
の
で
す
べ
て
の
点
を
削
除
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
「
語
学
叢
書
」
本
を
用
い

た
「
国
語
国
文
学
研
究
史
大
成
旧
国
語
学
」
で
は
、
こ
れ
ら
の
声
点
の
み
は
「
国
語
学
大
系
」
本
か
ら
転
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
５
）
な
お
田
村
氏
は
陽
明
文
庫
蔵
「
静
範
書
写
古
今
集
奥
書
写
し
」
に
よ
り
論
じ
て
お
ら
れ
る
が
、
そ
の
元
は
現
在
専
修
大
学
図
書
館
蔵
の
花
山
院
師

継
筆
本
で
あ
る
（
中
田
武
司
氏
「
古
今
集
貞
応
二
年
七
月
本
に
つ
い
て
」
専
修
国
文
卿
、
平
３
．
９
参
照
）
。

一
一

絶
た
へ
許
此
字
出
来

３

ハ

言
語
に
も
美
口
女
房
達

３
□
（
ツ
ブ
レ
テ
読
メ
ズ
）
ｌ
麗
（
九
）
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歎左

如
狭
衣

物
語
ハ

他
人
惣
不
然
又
先
達
強
無
此
事
只
愚

７

意
分
別
之
極
僻
事
也
親
疎
老
少
一

？
．
８
ｑ
》

人
無
同
心
之
人
尤
可
謂
道
理
況
亦

当
世
之
人
所
書
文
字
之
狼
籍
過
子

古
人
之
所
用
来
心
中
恨
之

緒
之
音

今
乞
畦
御
地
幸
を
書
之

を
み
な
へ
し
を
と
は
山
を
く
ら
山皿

（
マ
マ
）

た
ま
の
を
を
さ
園
を
た
え
の
は

一
嫌
文
字
事

一
書
始
草
子
事

仮
名
物
多
置
右
枚
自
左
枚
書
始
之

旧
女
房
所
書
置
皆
如
此
先
人
又

用
之
清
輔
朝
臣
又
用
之
或
自
右
枚
端

書
之
伊
房
卿
如
此
下
官
付
此
説
模

漢
字
之
摺
本
之
草
子
右
一
枚
白
紙

徒
然
似
無
其
詮
之
故
也

４

月
次
の
え
み
む
極
辨
岼
具な

り
と

７
之
ｌ
者
（
九
）

？
。

８
況
（
字
体
不
分
明
）
ｌ
況
（
九
）
兇
（
黒
）

９
亦
１
忽
（
黒
）

」
②
紙

＊
コ
ノ
条
「
を
」
ハ
ス
ベ
テ
「
遠
」
ノ
草
体
。

」
①
紙

川
は
ｌ
は
し
（
九
黒
）

65

書必

*'l，
へへ

黒黒
一

４
不
具
え
あ
ん
な
り
と
ｌ
不
具
え
あ
む
め
り
と
申
す
（
九
）
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を
く
つ
ゆ
て
に
を
は
の
詞
の
を
の
字

尾
之
音

お
う
ゐ
の
奥
山
書
之
故
也

お
く
山
お
ほ
か
た
お
も
ふ
お
し
む

２

お
と
ろ
く
お
き
の
は
お
の
へ
の
ま
つ

花
を
お
る
時
お
り
ふ
し

近
垈
入
え
枝
恥
弛
識
え
し
毒
》
か
え
た
ち
ぇ
江

多
笛
ふ
え
断
た
え
消
き
え
越
こ
え
き
こ
え

５彙
参
く
見
え
風
さ
え
て
か
え
て
の
木
え
や
は
い
ふ
き
の

古
入
所
書
へ
う
へ
の
き
ぬ
不
堪
唾
咋
諏
郭
也
し
ろ
た
へ

・
１
１

６
８

老
雷
壹
草
木
を
う
へ
を
く
栽
也
と
し
を
へ
て

７

琴
ま
へ
う
し
ろ
こ
と
の
ゆ
へ
栢
か
へ

９

２０

塁
可
為
証
や
へ
さ
く
ら
け
ふ
こ
漣
の
へ
に
さ
な
へ

ゑ
す
ゑ
ゆ
く
ゑ
こ
ゑ
こ
す
ゑ

絵
衛
士
ゑ
の
こ
詠
咋
識
産
稜
ゑ

２

配
羽

垣
下
座
ゑ
ん
か
の
さ
も
の
ゑ
ん
し
怨

ひ
こ
ひ
お
も
ひ
か
ひ
も
な
く
い
ひ
し
ら
ぬ

２４

あ
ひ
見
ぬ
ま
ひ
斑
と
う
ひ
こ
と

あ

い
さ
よ
ひ
の
月
但
此
字
寄
之
秀
句
之
時
皆
通
用

＊
コ
ノ
条
「
き
こ
え
（
江
こ
以
外
ノ
「
え
」
ハ
「
衣
」
ノ
草
体

咽
ほ
つ
え
ｌ
ほ
り
え
（
黒
）

？
。

Ｍ
常
事
也
ｌ
道
事
也
（
九
）
常
事
也
（
黒
）

」
③
紙

賜
ふ
ゑ
と
か
く
ｌ
ふ
ゑ
と
書
之
（
九
）

賂
［
ま
よ
］
（
底
ヨ
メ
ズ
、
京
ニ
テ
補
ウ
）
ｌ
ま
よ
（
九
黒
）

Ⅳ
江
を
ｌ
江
に
（
黒
）

略
草
木
を
う
へ
を
く
栽
也
ｌ
う
へ
を
く
草
木
を
栽
也
（
九
）

岨
に
ｌ
ナ
シ
（
黒
）
別
コ
ノ
次
二
「
と
へ
問
答
こ
た

へ
。
灸
ど
お
も
へ
は
」
ア
リ
（
九
黒
）

別
ん
ｌ
む
（
九
）
〃
ん
ｌ
む
（
九
）
鴎
怨
ｌ
怨
也
（
九
黒
）

別
、
ｌ
こ
（
九
黒
）

路
用
ｌ
用
之
（
黒
）

＊
コ
ノ
条
「
お
」
ハ
ス
ベ
テ
「
於
」
ノ
草
体
。

皿
奥
山
ｌ
お
く
や
ま
に
（
九
）

皿
へ
ｌ
ゑ
（
黒
）

－131－



ゐ
藍
あ
ゐ
つ
ゐ
に
嘩
迂
軸
宅
評
そ
池
の
い
ゐ

ょ
ひ
又
常
事
也
削
ひ
ぬ
れ
は
準
熱
鍵
岬
は

よ
ゐ
の
ま
通
用
唖
、

い
に
し
の
た
い
鏡
た
い
天
か
い

２８

２９

右
事
ハ
非
師
説
只
発
自
愚
［
意
見
］

旧
草
子
了
見
之

一
仮
名
字
か
き
つ
、
く
る
事

釦と
し
の
う
ち
に
は
る
は
き
に
け
り
ひ

３

と
魁
せ
を
こ
そ
と
や
い
は
［
む
］
こ
と
し

如
此
害
時
よ
み
と
き
か
た
し
句
を

か
き
斑
る
大
切
よ
み
や
す
き
ゆ
へ
也

と
し
の
う
ち
に
は
る
は
き
に
け
り
ひ
と
画
せ
を

こ
そ
と
や
い
は
む
こ
と
し
と
や
い
は
む
仮
令
如
此
書

一
書
寄
事

知
物
様
之
人
称
故
実
態
以
上
句
之
末

３２

ざ
く
ら
ち
る
こ
の
し
た
か
せ
は
ざ
む
か

ら
て
そ
ら
に
し
ら
れ
ぬ
ゆ
き
そ
ふ
り
け
る

如
此
書
雛
有
其
説
当
時
至
愚
之
性
迷

下
句
之
行
之
上
に
書

」
⑤
紙

茄
也
ｌ
之
（
九
黒
）
〃
コ
ノ
語
ト
注
ヲ
「
う
ひ
こ
と
」
ノ
左

傍
二
挿
入
ス
ベ
キ
記
号
ア
リ
ー
訂
正
シ
ダ
位
置
ニ
ア
リ

」
④
紙
（
九
黒
、
但
シ
黒
ハ
「
あ
ひ
ぬ
れ
は
畦
認
識
趣
は
」
）

銘
ハ
ー
以
（
九
）

釣
［
意
見
］
（
底
破
損
、
京
ニ
テ
補
ウ
）
ｌ
意
見
（
九
黒
）

別
コ
ノ
ー
首
書
様
「
と
し
の
う
ち
に
は
／
る
は
き
に
け
り

ひ
／
と
通
せ
を
こ
／
そ
と
や
い
／
は
む
こ
と
し
」
（
九
）

（
マ
マ
）

（
マ
マ
）

「
と
し
／
の
う
／
ち
に
は
／
な
は
／
き
に
／
け
り
も
ひ

／
と
餌
／
せ
／
を
／
こ
そ
／
と
や
／
い
は
む
／
こ
と

し
」
（
黒
）
…
空
隙
ヲ
／
ニ
テ
示
ス
。

別
［
む
］
（
底
破
損
、
京
ニ
テ
補
ウ
）
ｌ
む
（
九
黒
）

犯
黒
、
「
さ
む
か
ら
て
」
ノ
後
デ
改
行
ス
。
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未司
被 二
及条
御 中
覧将
候為
歎 衡
之朝
由臣
存筆
候と

一

３３

而
不
弁
上
下
句
只
付
読
安
可
用
左
説

さ
く
ら
ち
る
こ
の
し
た
風
は
さ
む
か
ら
て

そ
ら
に
し
ら
れ
ぬ
ゆ
き
そ
ふ
り
け
る

真
名
を
書
交
字
或
ハ
落
字
之
時

上
句
一
行
に
た
ら
す
な
れ
と
も
只
如
關
字

３４

其
所
を
置
て
次
の
行
に
可
書
下
句
之
由
渋
之

シ
ル
シ

草
子
付
色
々
符
事
和
漢
有
之

左
枚
書
始
其
事
時
多
付
件
枚

清
輔
朝
臣
如
此
付

先
人
左
枚
雛
書
之
付
不
書
右
枚

下
官
用
之
以
右
手
引
披
依
有
便
也

已
上
先
人
下
官
存
之
他
人
不
同
心

古
今
和
寄
集
巻
第
二

仮
令如

此
之
所
也（

細
字
）

（
原
本
ノ
紙
継
ヲ
示
ス
線
）

＊
以
下
ナ
シ
（
九
黒
）
各
々
ノ
奥
書
ハ
本
論
参
照

」
⑥
紙

詔
左
ｌ
包
（
黒
）

剥
渋
ｌ
傍
注
「
執
シ
フ
ス
」
ト
ァ
リ
（
黒
）
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定
家
卿
筆
作
候
故
進
上
仕
候本

ノ
マ
マ

相
構
而
可
有
御
隠
密
哉
比
興
々
々

「
此
紙
者
コ
ハ
杉
原
歎
」
（
細
壼

定
家
卿
真
跡
也
為
衡

養
徳
院
即
伝
領
之
可
秘

右
奥
書
判
形
難
不
知
之
実
相
院
准
后
義
運

大
僧
正
歎
筆
跡
相
似
者
也
彼
准
后
者
養
徳
院

贈
左
相
府
繩
識
誰
榧
順
囎
弟
権
大
納
言
子
息
也
相
伝
有
其

由
歎
為
衡
朝
臣
者
二
条
家
正
流
為
遠
卿
子
也

家
之
文
書
悉
相
伝
之
仁
所
進
養
徳
院
無
疑
者

乎
尤
可
秘
蔵
者
也

享
禄
元
年
後
九
月
廿
八
日
老
衲
這
遥
子
誌

《
一
夕
．
●

「
是
ハ
即
鳥
子
也
」
（
細
字
）

（
花
押
）

「
此
紙
者
ウ
チ
ク
モ
リ
」
（
細
字
）

為
衡
朝
臣
進 （

細
字
）

」
⑦
紙

」
⑧
紙

＊
以
下
底
補
写
。
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【
補
記
】

稿
中
で
取
り
上
げ
た
諸
本
の
う
ち
、
内
容
未
詳
と
し
た
島
原
図
書
館
松
平
文
庫
蔵
本
で
あ
る
が
、
ま
だ
実
際
に
調
査
す
る
機
会
を
得
な
い
も
の
の
、
校

正
中
に
川
平
ひ
と
し
氏
御
所
蔵
の
写
真
を
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。
氏
の
御
厚
意
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
「
百
官
付
唐
名
」

を
合
写
す
る
こ
と
を
始
め
、
内
容
は
全
く
賜
静
嘉
堂
本
と
同
一
で
あ
り
、
独
自
に
い
く
つ
か
の
誤
謬
は
あ
る
も
の
の
本
文
的
に
は
松
平
本
の
方
が
や
や
勝

る
。
そ
れ
ら
の
箇
所
で
は
Ｍ
新
宮
城
本
は
静
嘉
堂
本
と
誤
謬
を
共
有
す
る
関
係
に
あ
る
。
新
宮
城
本
も
、
「
百
官
付
唐
名
」
と
合
写
さ
れ
た
松
平
本
・
静
嘉

堂
本
の
よ
う
な
形
態
の
一
本
か
ら
分
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

松
平
本
は
「
国
語
学
大
系
」
本
と
同
じ
く
、
末
尾
の
文
永
奥
書
の
「
新
大
納
言
」
に
「
為
氏
」
の
傍
記
が
あ
る
。
こ
の
傍
記
は
新
宮
城
本
や
Ｂ
彰
考
館

本
に
は
無
く
、
「
国
語
学
大
系
」
は
恐
ら
く
こ
の
部
分
を
焼
失
し
た
不
忍
文
庫
本
に
拠
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
に
限
ら
ず
松
平
本
は

「
国
語
学
大
系
」
翻
刻
本
文
と
の
近
似
を
感
ず
る
部
分
が
あ
り
、
橋
本
進
吉
が
主
た
る
底
本
に
使
用
し
た
の
が
不
忍
文
庫
本
な
ら
ば
そ
れ
が
松
平
本
と
近
似

す
る
本
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
。

さ
て
そ
の
上
で
注
意
し
た
い
の
は
、
三
類
本
末
尾
の
古
今
集
抜
書
部
分
の
声
点
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
の
部
分
の
差
声
が
三
類
本
の
ど
れ
を
見
て
も
い

い
加
減
で
あ
り
、
「
国
語
学
大
系
」
の
翻
刻
の
よ
う
に
明
瞭
な
注
記
で
は
な
い
こ
と
は
稿
中
で
述
べ
た
が
、
松
平
本
を
見
る
と
、
静
嘉
堂
本
や
彰
考
館
本
よ

り
も
や
や
良
く
、
新
宮
城
本
よ
り
遥
か
に
良
い
と
は
言
え
る
も
の
の
、
な
お
点
を
差
す
位
置
が
甘
く
て
ア
ク
セ
ン
ト
指
示
と
し
て
は
不
分
明
な
場
合
が
か

な
り
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
「
国
語
学
大
系
」
が
使
用
し
た
と
思
わ
れ
る
不
忍
文
庫
本
の
声
点
も
似
た
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
は
高
く
な
る
。
活
字

慶
長
八
年
卯
月
廿
五
日
信
尹

「
井
上
慶
寿
鐺
」
（
京
ノ
ミ
ニ
ァ
リ
、
細
字
）
」
⑨
紙

＊
貴
重
な
資
料
の
翻
刻
を
ご
許
可
下
さ
い
ま
し
た
大
東
急
記
念
文
庫
を
は
じ
め
、
諸
本
の
閲
覧
に
際
し
て
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
諸
機
関

に
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

覧
多
幸
之
余
令
書
写
了

此
一
巻
堀
尾
出
雲
守
所
持
也
閑
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本
と
し
て
版
行
す
る
に
際
し
、
あ
い
ま
い
な
位
置
の
点
を
担
当
者
が
思
い
切
っ
て
平
声
か
上
声
に
分
属
せ
し
め
て
し
ま
っ
た
場
合
が
か
な
り
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
の
疑
い
を
禁
じ
得
な
い
。
「
国
語
学
大
系
』
の
声
点
を
転
載
し
た
「
国
語
国
文
学
研
究
史
大
成
」
を
も
含
め
、
音
韻
史
の
観
点
か
ら
資
料
と
す

る
場
合
に
は
（
こ
の
種
の
資
料
を
扱
う
に
際
し
て
は
当
然
の
配
慮
で
は
あ
る
が
）
注
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
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